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平成２８年度 第１回宮城県スポーツ推進審議会会議録 

 

Ⅰ 日   時  平成２８年９月１３日（火）午後２時００分から 

Ⅱ 場   所  県庁４階 庁議室 

Ⅲ 委員構成数  １５名 

Ⅳ 出 席 者 

〔委員〕 

国立大学法人宮城教育大学教授 前田順一 

学校法人朴沢学園仙台大学准教授 菊地直子 

塩竈市教育委員会教育長 髙橋睦麿 

宮城県高等学校体育連盟会長（宮城県利府高等学校校長） 大沼博之 

仙台市立八木山小学校校長 小林好美 

宮城県スポーツ少年団本部長 村上利仁 

国立大学法人東北大学大学院教授 永富良一 

宮城県スポーツ推進委員協議会会長 石川一美 

スポーツクラブＷＡＹ”クラブマネージャー 手島牧世 

株式会社河北新報社編集局スポーツ部長 日下三男 

アイリスオーヤマ株式会社 岩本亜希子 

以上１１名       

（欠席委員） 

公益財団法人宮城県体育協会常務理事・競技力向上委員会委員長 角田康夫 

宮城県中学校体育連盟会長（仙台市立鶴が丘中学校校長） 伊藤譲治 

宮城県レクリエーション協会事務局長 山内直子 

合同会社渡部俊和事務所 渡部俊和 

以上 ４名       

〔事務局〕 

宮城県教育委員会教育長 髙橋 仁 

宮城県教育庁教育次長 西村晃一 

宮城県教育庁スポーツ健康課長 松本文弘 

宮城県教育庁全国高校総体推進室長 鎌田直人 
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宮城県教育庁スポーツ健康課スポーツ振興専門監 小幡佳彦、 

課長補佐（管理調整班長）今野 晃、課長補佐（学校安全体育班長）赤平光秀、 

主幹(スポーツ振興班長) 山崎健二 

宮城県教育庁全国高校総体推進室主幹（総務広報班長）鈴木幸正 

以上 ９名       

Ⅴ 会議経過 

司会進行 宮城県教育庁スポーツ健康課課長補佐（管理調整班長）今野 晃 

 

１ 開会 

○司会 皆さん、こんにちは。スポーツ健康課の今野と申します。本日司会を務めさせていただ

きます。本日は、お忙しい中、お集まりいただきありがとうございます。 

  開会前ではございますが、皆様のお手元に準備いたしました配付資料の確認をさせていただ

きたいと思います。お手元の次第の裏面をご覧ください。こちらのほうに、資料、参考資料と

いうことで、配付資料について記載させていただいております。まず、資料１についてですが、

青い冊子のほうになります。資料２については、その概要版、資料３－１については、宮城県

スポーツ推進計画と記載されているものでございます。それ以降については、資料の右肩に、

資料の３－２、資料の３－３、資料の３－４、資料の４－１、資料の４－２、資料の５、以上

になります。更に参考資料についても、参考の１、参考の２、参考の３ということで３つとな

っております。この他に別紙として、次第の綴りのところに、意見記入用紙ということで、本

日配付させていただいております。不足等ございましたら、挙手でお願いします。 

  それでは、初めに会議の成立について御報告を申し上げたいと思います。本日の会議につい

ては、委員総数１５人中、１１名が御出席いただいております。これは、スポーツ推進審議会

条例第５条第２項に規定する会議の開催要件であります委員の半数以上の出席要件を満たして

おりますので、会議が成立しておりますことを御報告いたします。 

  また、当審議会は宮城県情報公開条例第１９条の規定により、原則として公開することにな

っておりますので、あらかじめ御了承願います。議事録は、県のホームページなどで公開する

ことになりますが、議事録の内容については、御出席の委員の皆様方に事前に御確認いただく

こととしております。 

  それでは、ただいまから平成２８年度第１回宮城県スポーツ推進審議会を開催いたします。 
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２ あいさつ 

○司会 開会に当たりまして、髙橋教育長が挨拶申し上げます。 

○髙橋教育長 みなさま、こんにちは。本日はお忙しいところ、御出席いただきましてありがと

うございます。開会に当たりまして、一言御挨拶を申し上げます。 

はじめに、本審議会の委員であり、宮城県スポーツ推進委員協議会の会長として、長年にわ

たり本県のスポーツの振興に力を尽くしていただきました、平塚和彦様が、今年の１月に任期

半ばで逝去されました。故平塚様のご尽力に深く感謝を申し上げますとともに、心よりご冥福

をお祈り申しあげます。 

さて、先月開催されました、リオデジャネイロオリンピックにおきまして、日本選手団は過

去最高となる４１個のメダルを獲得いたしました。本県ゆかりの選手については、本日お配り

した参考資料に一覧を載せておるところでありますが、１４名の選手が出場しております。中

でも、バドミントン女子ダブルスで聖ウルスラ学院英智高等学校出身の髙橋礼華選手と松友美

佐紀選手が御存知のとおり金メダルを獲得、そして、卓球女子団体では、泣き虫愛ちゃんであ

りました、本県出身の福原愛選手が、見事、団体で銅メダルを獲得しました。劣勢の中であき

らめずに最後まで自分を信じてプレイし勝利したタカマツペアの姿やチームリーダーとしての

重圧を背負いながら、一生懸命プレイした福原選手の姿は、我々県民に勇気と希望を与えるも

のであり、多くの感動をもたらしました。 

４年後は、いよいよ我が国でオリンピック・パラリンピックが開催されます。本県でもサッ

カー競技が開催される予定となっておりますので、まず、その成功に向けて、そして、東京オ

リンピック・パラリンピックをきっかけとしたスポーツの振興が図られるよう、各種事業に取

り組んで参りたいと考えております。 

本日の審議会では、前期アクションプランの平成２７年度の実施状況及び昨年度実施した県

民アンケートの調査結果について御説明を申し上げ、今後の事業の展開に向けた御意見を幅広

く頂戴したいと考えております。 

平成２５年から実施した、宮城県スポーツ推進計画を、より実効性の高いものとするため、

委員の皆様から忌憚のない御意見を頂戴したいと思いますので、よろしくお願い申し上げまし

て、挨拶とさせていただきます。本日は、よろしくお願いいたします。 

 

３ 委員及び事務局主要職員紹介 

○司会 次に、委員の皆様の紹介に移りたいと思います。本日は、今年度初の審議会であり、新



- 4 - 

しく就任された委員の方もいらっしゃいますので、委員の皆様を改めて紹介させていただきた

いと思います。 

  まず、会長の前田順一委員でございます。 

○前田委員 よろしくお願いいたします。 

○司会 副会長の 永富良一委員でございます。 

○永富委員 よろしくお願い申し上げます。 

○司会 菊地直子委員でございます。 

○菊地委員 よろしくお願いします。 

○司会 髙橋睦麿委員でございます。 

○髙橋睦麿委員 よろしくどうぞお願いいたします。 

○司会   大沼博之委員でございます。 

○大沼委員 よろしくお願いします。 

○司会 小林好美委員でございます。 

○小林委員 よろしくお願いします。 

○司会 村上利仁委員でございます。 

○村上委員 よろしくお願いします。 

○司会 石川一美委員でございます。 

○石川委員 よろしくお願いします。 

○司会 手島牧世委員でございます。 

○手島委員 よろしくお願いします。 

○司会 日下三男委員でございます。 

○日下委員 よろしくお願いします。 

○司会 岩本亜希子委員でございます。 

○岩本委員 よろしくお願いいたします。 

○司会 この他に、本日、御欠席しておりますが、角田康夫委員、伊藤譲治委員、山内直子委員、

渡部俊和委員がいらっしゃいます。 

○司会 引き続き、事務局主要職員について御紹介させていただきたいと思います。 

 宮城県教育委員会 教育長 髙橋 仁でございます。 

○髙橋教育長 よろしくお願いいたします。 

○司会 教育庁 教育次長 西村晃一でございます。 
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○西村教育次長 よろしくお願いいたします。 

○司会 スポーツ健康課課長 松本文弘でございます。 

○松本スポーツ健康課長 よろしくお願いいたします。 

○司会 全国高校総体推進室室長 鎌田直人でございます。 

○鎌田全国高校総体推進室長 よろしくお願いいたします。 

○司会 スポーツ健康課スポーツ振興専門監 小幡佳彦でございます。 

○小幡スポーツ振興専門監 よろしくお願いします。 

○司会 スポーツ健康課 学校安全体育班班長 赤平光秀でございます。 

○赤平学校安全体育班長 よろしくお願いします。 

○司会 スポーツ健康課 スポーツ振興班班長 山崎健二でございます。 

○山崎スポーツ振興班長 よろしくお願いいたします。 

○司会 全国高校総体推進室 総務広報班長 鈴木幸正でございます。 

○鈴木総務広報班長 よろしくお願いします。 

○司会 私が、スポーツ健康課 管理調整班 班長の今野晃でございます。よろしくお願いいた

します。 

  それでは、ここで、スポーツ推進審議会前田会長より御挨拶をいただきたいと思います。前

田会長、よろしくお願いいたします。 

○前田会長 こんにちは。会長を務めさせていただいております、宮城教育大学の前田と申しま

す。どうぞよろしくお願いいたします。実は、ある学会で福井県の大学の先生が、福井県の

大学の学生達の体力のことについて発表していらっしゃいまして、福井県は御存知のように、

体力も学力も日本一、トップの県ですけれども、実は大学の体力が高いのだろうなあと思っ

て、発表を聞きに行きましたら、以外に低かったんですね、大学生の体力が。全国的に見て

も随分低くて、これはどうしたことでしょうと思って質問してみたのですが、そうしました

ら、中学校までは、学校をあげて体力作りに励んでいるんだけれども、高校に入ったとたん、

福井県は進学率もすごく高い県ですので、運動部活動を大部分の子どもたちが辞めてしまう

んだということで、かつ、福井は競技レベルの高い高校もたくさんありますけれども、そう

いう一部の競技力の高い子達は集中して運動するんだけれども、そうでない子どもたちは、

運動ということよりも、学力といいますか、勉強ということに集中してしまって、なかなか

うまくいかない。で、高校時代に体力の高い、競技力の高い子どもたちは、大学になると福

井県に残らないで、大部分が福井県から出てしまう、そうすると必然的に、福井県の大学の
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体力が落ちてしまうんだという話を聞いて、なかなか難しいところがあるなと思ったのです

が、それでも中学校時代まで、全国でもトップレベルですので、福井県のメタボリックシン

ドロームの診断率を調べてみたんですけれども、宮城県は昨年度確か、全国２番目に高い県

でしたけれども、福井県は、全国で２８番目でした。一番低いということはないのですが、

平均よりはちょっと低いぐらいのところで、まだおさまっていて、そういう意味で、中学校

まで、しっかり、体力の高いということができているのが、成人になってからもきいている

のかなあと感じたところです。やはり、小中時代の運動の実施率、実施の経験というものが

大人になっても大事なのかな、宮城の体力、中学校、小学校、全国でも低いほうですけれど

も、メタボリックシンドロームの診断率の低さということを考えたときに、やはり小さい時

から運動をする環境作りというのが大事なんだなというふうに感じています。と同時に昨日

まで、アメリカのアリゾナ州のアリゾナ大学というところに行っていたのですが、砂漠の真

ん中にある町で、今でも連日、摂氏にすると、４０.５度とか、４０度、毎日毎日焼き付くよ

うなところにある大学なのですが、学内を歩いていると、学生達が結構ジョギングをしたり、

町の中でも暑い中で大人がジョギングをしたりしている姿がかなり見かけられて、やはりそ

の健康づくりといいますか、むこうはあの医療制度がしっかりしていないので、公的な、自

分で自分の体をしっかりしないとお金がかかるというのが、多分あるんじゃないかと思うの

ですが、いろんなところで運動している姿を見かけて、大学の運動施設なんかでもいつも学

生達が運動している姿を見て、授業で使っているのかときいてみましたら、授業じゃあない

と、空いている時間に学生達がそこで運動しているんだという、そういう環境づくりみたい

なことも、大切だなあというふうに感じて帰ってきたところでした。まあ、宮城県も小中、

今日も話題に出ますけれども、小学校、中学校の体力、高校も含めた体力ということ、それ

から実施率、運動の実施率というところがやはり課題かなあと思います。今日はどうぞよろ

しくお願いいたします。 

○司会 前田会長、ありがとうございました。委員の皆様には大変恐縮ではございますが、ここ

で、髙橋教育長は他の公務のため、退席させていただきたいと思います。このことについて、

御了承お願いしたいと思います。 

○髙橋教育長 申し訳ありません。よろしくお願いいたします。 

○司会 それではこれより先は、前田会長に議事進行をお願いいたしますのでよろしくお願いい

たします。 
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４ 議事  

○前田会長 それでは、議事を進めさせていただきます。 

  まず、前期アクションプランによる平成２７年度事業の成果等について、事務局から説明を

お願いいたします。 

○松本スポーツ健康課長 スポーツ健康課松本でございます。私のほうから、資料１の「宮城

県スポーツ推進計画」の冊子を用いまして、本県のスポーツ推進計画の概要について御説明い

たします。 

冊子の１ページをお開きください。本計画の「１ 策定の趣旨」でございますが、最後の段

落のところに書いておりますとおり、本計画は、「将来における県民のスポーツの目指す姿や

目標を明らかにし、その実現に向けた施策を優先的かつ計画的に進めて行く」ためのものであ

ります。 

「２ 計画の位置付け」でありますが、本計画はスポーツ基本法に基づいて、県が策定した

ものであり、県の総合計画である「宮城の将来ビジョン」、教育の振興計画である「宮城県教

育振興基本計画」、本県復興の道筋を示す「宮城県震災復興計画」との関係性も踏まえて策定

されております。 

「３ 計画の期間」を、平成２５年度から３４年度までの１０年間とし、具体的な施策や事

業を示すアクションプランについては、前期５年と後期５年に分けております。 

２８ページにお進み願います。 

「第３章 本県スポーツの理念と基本姿勢」でございます。 

理念といたしまして「スポーツを通して活力と絆のあるみやぎを創ろう」を理念として掲げ、

１０年後の本県スポーツの「目指す姿」を「県民一人ひとりが様々な形でスポーツを楽しみ、 

家族や地域社会が強い絆でつながり、東日本大震災を乗り越え、活力に満ちた幸福で豊かなみ

やぎ」と設定しております。 

２９ページにお進みください。 

取り組みの基本姿勢として、４項目を掲げております。 

「県民が主体となるスポーツの推進」については、「県民一人ひとりが主体となり、スポー

ツを通して、自分たちの地域をどうするか考え、自発性をもって安全にスポーツに親しめる環

境づくりを構想し、それを行政がサポートする」としております。 

「連携と協働」については、「国、県、市町村と地域スポーツクラブ、学校、スポーツ団体、

ＮＰＯ、企業などが組織の違いを越えて課題を共有し、連携、共同体制を強化していく」とし 
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ております。 

「役割の明確化」については、「住民にもっとも近い市町村」が、「スポーツを通したまち

づくりを推進することができるよう、県が支援していく」としております。 

最後に、「みやぎの特色を活かす」については、「サッカーや野球、バスケットボール等の

プロスポーツチームの本拠地が集積し、多くの大学や研究機関が所在するという本県の特色を

活かしていく」としております。 

３１ページをご覧ください。 

「２ 施策の全体体系」が記されております。大きく３つの柱になっておりまして、「施策

の柱Ⅰ 生涯にわたるスポーツ活動の推進」とございますが、「子どものスポーツ」、「働く

世代のスポーツ」、「高齢者のスポーツ」の３つのライフステージに区分し、合わせて９つの

基本方向に基づき、各世代に応じた具体的な取組を進めていくこととしております。  

「施策の柱Ⅱ 競技力向上に向けたスポーツ活動の推進」では、「国際的なスポーツ大会・

国体等で活躍できる人材の育成」等の２つの基本方向に基づき、取り組むこととしております。 

「施策の柱Ⅲ スポーツ活動を支えるための環境づくりの充実」では、「地域のスポーツ環

境の充実」や「指導者等の育成と連携」などの１１の基本方向に基づき、取り組むこととして

おります。 

私の説明は以上でございます。 

○小幡スポーツ振興専門監 それでは、引き続きまして、スポーツ健康課の小幡でございます。 

私のほうからは前期アクションプランに係る、平成２７年度事業の成果について御説明を申し

上げます。 

アクションプランの策定につきましては、推進計画に基づきまして実施いたします「具体的

取組やその成果の数値目標を示し、その着実な実施と進行管理を図っていこう」というもので

あります。前期アクションプランにつきましては、計画期間を、平成２５年度から平成２９年

度の５か年としております。 

資料につきましては、始めに「３－２」と右側に書いております１枚もののペーパーで最初

に説明をさせていただきます。 

宮城県スポーツ推進計画目標指標一覧という題名になっております。  

こちらにつきましては、前期アクションプランで掲げました目標値と平成２７年度の現状値

と評価を一覧にまとめたものです。評価は３つの柱毎に組み立てられておりまして、柱のⅠに

ついては、世代を、「子ども」、「働く世代」、「高齢者」の３つに区分をしております。 

内容も盛りだくさんでございますので、かいつまんで御説明させていただきたいと思います。 
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なお、この中で、真ん中より少し右に達成度というところがありまして、Ｂ、Ａ、Ｃと記載さ

れている欄がございますが、これは、達成率を示したもので、Ａが目標値を達成した、Ｂは達

成率が８０％から１００％未満、Ｃが達成率が８０％未満というふうに標記をしておりますの

でよろしくお願いをしたいと思います。 

 

それでは、説明を資料の３－３を使いまして説明をしたいと思います。 

資料の右側に「３－３」と書いてある資料をご覧いただきたいと思います。  

施策の柱Ⅰ「生涯にわたるスポーツ活動の推進 ～子どものスポーツ～」と記載されており

ます。成果と評価につきましては、まず、目標指標という真ん中に網掛けになっている部分が

ありますけれども、一番目、「体力合計点」でございますが、これは、全国体力・運動能力調

査という、全国の小学校５年生、中学校２年生を対象とした調査がございます。その結果を得

点化したものでございます。平成２５・２６年度と全国値を上回っておりました中学校２年生

の男子でございますが、平成２７年度は全国値を下回り、小中学生の男女ともに、達成度「B」

となっております。達成率についても、全て、平成２６年度の値を下回る結果となっておりま

す。 

２番目、「運動やスポーツをすることが好きな児童生徒の割合」につきましては、小中学生

の女子で目標値を達成しました。男子については、目標値には届かず達成度「B」となってご

ざいます。いずれも全国平均を上回ってはおります。 

３番目、運動部活動の加入率につきましては、中学校女子の達成率が昨年度よりわずかに減

少しております。そのほかについては、達成率が上昇しております。目標値に対する達成率

は全て９０％を超えており、達成度は「B」となっております。 

５の外部指導者数については、目標値を上回っております。達成度は「A」となっておりま

す。 

次に事業の成果等について説明をいたします。裏面の２ページをご覧いただきたいと思いま

す。 

事業の成果の項目の最初の丸ポツでございます。 

運動習慣確立の観点から、県内全ての小学校が参加できる「『Web』なわ跳び大会」を、昨

年度から、長なわ跳びに加え、短なわ跳び大会を実施しました。また、指導員を派遣するなど、

取組に対する意欲の向上を図っております。 

３番目の丸ポツになりますけれども、運動部活動の取り組みについては、外部指導者 

３６０人を中学校・高等学校に派遣をしております。また、指導者の資質向上と体罰防止、ス

ポーツ障害防止のための研修会を実施しております。 

下から６つめの項目でございますが、平成２７年度は、本県において全日本中学校体育大会

のソフトボール競技と卓球競技が、それぞれ東松島市、利府町で開催をされております。開催

都市や競技団体、中学生ボランティア等の協力を得まして、大会を成功させたというものであ
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ります。大会には、選手・役員合わせて、２，１５０人が参加しております。 

最後の段に記載しているとおりですが、各事業の取組におきましては一定の成果がみられま

したけれども「体力合計点」で昨年度の達成率を下回ったことから、施策評価としては、「や

や遅れている」と判断しております。 

３ページを御覧いただきたいと思います。右側の課題等対応方針というものがありまして、

右側が対応方針となっておりますが、震災の影響によりまして、児童生徒の外遊びや運動する

場所が制限されているということなども踏まえまして、制限された運動環境の中でも効果的に

運動できる事例の周知、あるいは運動習慣の確立や食育の重要性に関する講習会を充実すると

いうことをしながら、「子どもの体力・運動能力向上拡充合同会議」を継続して開催するなど、

対策等の検討を今後とも進めてまいりたいと考えております。 

 

引き続きまして４ページをお開き願います。 

施策の柱Ⅰ「生涯にわたるスポーツ活動の推進 ～働く世代のスポーツ～」の成果と評価に

ついて御説明を申し上げます。 

平成２７年度に「スポーツに関する県民アンケート調査」を実施しております。 

資料の中程にありますけれども、目標指標等の欄を見ていただければと思います。 

この調査におきまして、成人のスポーツ実施率が、１、２、３と記載されておりますけれど

も、週１回以上、週３回以上、年１回以上のいずれの項目におきましても目標値を下回ってお

ります。前回、平成２２年度の調査の数値を下回る結果となっております。 

週１回につきましては３５％、週３回１３％という結果となって下回っているというもので

あります。 

それから、その下の事業の成果等という欄をご覧いただければと思います。「メタボリック

シンドローム対策戦略事業」におきましては、平成２７年度は黒川地区それから大崎地区を重

点地区として、実態調査や脱メタボに向けました運動普及への取組を行っております。 

その下の段落に記載しておりますとおり、今年度も「宮城ヘルシーふるさとスポーツ祭」を

圏域ごとに、開催いたしました。地域の特色を生かした種目を実施するということで、平成２

７年度につきましては、６，１０２人の県民が参加しまして、地域におけるスポーツの振興が

図られたのではないかというふうに思っております。 

その下でございます。「障害者レクリエーション事業」におきましては、陸上、水泳、卓球

など各種競技のスポーツ大会を開催しました。また、１４種目のスポーツ教室を実施するなど、

スポーツに親しむ機会を提供したところでございます。 

次の５ページを御覧ください。 

黒い三角の印がついているところでございますが、これら各取組におきましては一定の成果

がみられたいうふうに思っておりますが、目標指標の状況等を勘案しますと、施策評価として

は「遅れている」というふうな判断をしております。 
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その下の、施策を推進するうえでの課題と対応方針につきましては、今後の対応として、や

はり、「メタボリックシンドローム対策事業」におきまして、市町村や教育機関、職域等の関

係機関との連携を図りながら、日常生活の中で継続的に身体活動量の増加が図れる環境整備を

推進していくこととしております。 

また、「宮城ヘルシーふるさとスポーツ祭」を関係機関と連携して開催するということで、

より多くの県民に参加を働きかけていきたいと考えております。  

さらに、４年後開かれます、東京オリンピック・パラリンピック東京大会においてですね、

スポーツへの関心が高まるという工夫もしてまいりたいと考えております。 

 

次に６ページをお開き願いたいと思います。 

施策の柱Ⅰ「生涯にわたるスポーツ活動の推進 ～高齢者のスポーツ～」の成果と評価につ

いて御説明申し上げたいと思います。 

目標指標等につきましては、先ほどの「働く世代のスポーツ」と同様の値となっております。 

下の方の、事業の成果でございますが、「宮城ヘルシーふるさとスポーツ祭」におきまして

は、グランドゴルフなどが実施されました。また、家庭バレーボールやペタンクの種目で「シ

ニア」の部を設けている地区もございまして、今年もいきいきと競技を楽しむ高齢者の方々の

姿が見られました。 

また、心と体の健康づくり研修会や宮城県シニアスポーツ大会への助成を通じまして、高齢

者のスポーツ活動や健康づくり活動を推進しています。 

真ん中のあたり、ねんりんピックの記載がございますが、平成２７年度は、山口県で開催さ

れております、ねんりんピックに、宮城県選手団として派遣経費の助成なども行っております。 

以上の各取組におきましては一定の成果がみられたということでございますが、目標指標の

状況等を勘案いたしますと、施策評価としては「遅れている」というふうに判断してございま

す。 

次に７ページの課題と対応方針についてでございますが、今後の対応といたしましては、高

齢者層が参加しやすい活動機会を創出するためということで、「宮城ヘルシーふるさとスポー

ツ祭」を継続して開催し、県民一人一人のスポーツ活動への参加意欲を喚起し、また、日常生

活における身体活動を創出するための効果的な手法について、関係機関と連携して取組を行っ

ていきたいと考えております。 

 

次に８ページをご覧いただきたいと思います。「施策の柱Ⅱ 競技力向上に向けたスポーツ

活動の推進」についての成果と評価について御説明を申し上げたいと思います。 

まず、中ほどにあります目標指標でございます。 

１番目に記載されております、国民体育大会男女総合、いわゆる天皇杯ですが、１０位台の

維持につきましては、平成２７年度は平成２６年度から順位を２つ上げ、２３位となっており
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ます。皇后杯成績順位につきましては、平成２５年度以降、年々順位を上げまして、平成２７

年度は２２位となっております。しかし、いずれも目標値の１０位台には到達はしていない状

況でございます。 

２番目のユースオリンピックにおける本県選手につきましては、第２回ユースオリンピック

冬季競技大会、リレハンメルで行われました大会でございますが、スケルトン競技（男子）に、

ジュニアトップアスリートアカデミーの卒業生が出場しております。  

オリンピック、パラリンピックにおける本県出身のメダリストにつきましては、平成２７年

度は開催されておりませんが、２０１４ソチオリンピックにおいて本県出身の羽生結弦選手が

金メダルを獲得しております。  

その下の事業の成果でございますがジュニア層の育成強化としてスタートしております、ジ

ュニアスポーツパワーアップ事業が、今年で４年目を迎えるということになっております。第

２回ユースオリンピック冬季大会に本事業の卒業生が出場するなど、若きアスリートが育って

きているのかなというふうに思っております。 

本県のスポーツ振興と競技力及びスポーツ水準の向上を図るためには、競技団体の強化とい

ったものをはじめとする、各年代に応じた強化事業を展開しているところでございますが、平

成２９年度に開催される南東北インターハイでの活躍あるいは、オリンピック・パラリンピッ

ク東京大会に向けた本県選手の育成を目指しまして、「平成２９年度南東北インターハイ特別

強化事業」を平成２７年度からスタートし、競技力の向上を図っております。 

また、体育協会を通じまして、国体の参加経費等を補助しております。 

さらに、全国障害者スポーツ大会には９５人の選手団も派遣してところであります。 

以上のとおり、各事業に取組みまして、目標指標の達成度は、いずれも「A」または「B」に

区分されたことから、「概ね順調」と判断をしております。 

次に９ページをご覧いただきたいと思います。今後の対応といたしましては、「チーム宮城」

として、指導者の育成も含めて戦略的に競技力向上に取り組むと、それから競技団体における

ジュニア期からの一貫した強化指導体制の確立、そういったところに取り組みたいと考えてお

ります。 

また、併せてオリンピック・パラリンピック東京大会に向けまして、出場を目指す選手を県

民一丸となって応援するということで、今年度から、強化支援事業を実施することとしており

ます 

 

１０ページをご覧いただきたいと思います。 

最後の施策の柱Ⅲ「スポーツ活動を支えるための環境づくりの充実」の成果と評価について

御説明を申し上げたいと思います。 

目標指標につきましては、１番目の、総合型地域スポーツクラブの設置市町村数については、
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平成２７年度に新たに１つのスポーツクラブが設置されましたが、設置市町村数は変わらなか

ったということで、達成度は「Ｃ」ということになっております。  

２番目のＮＰＯ等、法人格を取得した総合型地域スポーツクラブを有している市町村数につ

きましても、状況に変化がなかったことから、現在の達成率は５０％で、達成度は「Ｃ」に区

分されております。 

３番目の外部指導者数につきましては、先ほど御説明したとおり、目標値を超えて「A」と

区分されております。 

４番目のスポーツボランティアにつきましては、平成２７年度に実施いたしました「スポー

ツに関する県民アンケート調査」によりますと、目標値には達しなかったものの、全国地を上

回る結果となっております。達成度は「B」と区分されております。 

競技場でのスポーツ観戦者の割合につきましては、目標値４５％に対しまして現状値が３２．

１％ということで、達成率７１．３％で「C」に区分しております。 

次に事業の成果についてですが、１１ページをお開き願いたいと思います。一番上の丸ポツ

ですが、総合型地域スポーツクラブの市町村設置の取組につきましては、広域スポーツセンタ

ー委託事業の中で、市町村訪問といったところで相談を行っております。今後とも、総合型ク

ラブ創設に向けまして、支援そして既存クラブへの支援を継続して行ってまいりたいと思いま

す。 

それぞれのクラブが自立していくためには、スポーツリーダー及びアシスタントマネジャー

を養成する研修会を開催する必要があるということで、４８人の指導者を養成したというとこ

ろでございます。                    

例年開催している、市町村の生涯スポーツ担当者、地域のスポーツ指導者、教員等を対象と

した研修会では、平成２７年度は、ワークショップによる研究協議の時間を設けるなど、異な

る地域や様々な団体に所属する方々が、日頃の取組あるいは課題等を情報交換しあいまして、

今後の活動に向けて活性化を図ったというところでございます。 

障害者スポーツにつきましては、より一層の普及・振興を図るため、障害者スポーツ指導員

養成研修及びスポーツ指導者研修等の実施、大会等の開催に必要なボランティアを養成するた

め、ボランティア養成研修等を実施しております。                   

 また、丸の４番目に記載しております、全日本実業団対抗女子駅伝大会、いわゆるクィーン

ズ駅伝と呼んでおりますが、平成２７年度も開催されまして、関係機関と連携して大会を成功

に導いておりますほか、大会同日行われた、小中学生を対象としたトップアスリートによる陸

上教室には、これまでで最高の３５０人の応募があり、高いレベルの技術に触れる貴重な機会

となったものでございます。 

オリンピック・パラリンピックの東京大会等を見据えまして、全国知事会が、平成２７年 

１０月に開設いたしましたスポーツ合宿マッチングサイトにつきまして、１０市町１４施設及

び県有施設８施設を掲載し、本県のスポーツ関係施設のPRを行っているというところでござい
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ます。 

表の真ん中ほどに、平成２９年度に開催されます、南東北三県（山形・宮城・福島）で開催

される、全国高等学校総合体育大会に向けまして、平成２７年４月に全国高校総体推進室を設

置いたしまして、６月に宮城県実行委員会を設立しております。大会のポスターやチラシを作

成し配布するなどPRに努めており、県内の高校生が大会をサポートするため、宮城県高校生活

動推進委員会を設置いたしまして、高体連加盟校９１校に学校サポート委員会も立ち上げをし

ています。   

以上のとおり、施策目的達成のため、各種事業を実施し一定の成果がありましたが、総合型

地域スポーツクラブに関する目標指標等の達成度等を勘案し、施策評価としては「やや遅れて

いる」と判断をしています。 

次に１２ページをご覧いただきたいと思います。 

右側の欄の対応方針について記載しておりますとおり、今後の対応といたしましては、総合型

クラブの設立・育成が大事なのかなと思っております。引き続き広域スポーツセンターにおい

て、まだ未設置の市町村への支援、指導・助言及び相談活動というものに対応し、取組を継続

していく必要があると思っております。また、活動をホームページに掲載したり、総合型地域

スポーツクラブの、普及・啓発に一層取り組んでまいりたいと考えております。 

それから、オリンピック・パラリンピック東京大会の開催に向けましては、イベント開催や

ボランティア活動等を通しまして、県民一丸となって取組を進めていく必要があると考えてお

ります。 

以上、早口で説明させていただきました、前期アクションプランの平成２７年度事業の成果

等についての説明を終了させていただきます。 

なお、本日配布しております資料３－１につきましては、平成２８年度の前期アクションプ

ラン、資料３－４につきましては、平成２７年度の事業の実施状況についてまとめたものとな

っておりますので、後ほどご覧いただきたいと思います。 

 私からは以上でございます。 

 

○前田会長 前期アクションプランによる平成２７年度事業成果について等について事務局から

説明いただきましたが、内容につきまして、次の県民アンケートの結果が運動実施率等との関

係がありますので、引き続いて事務局のほうから、平成２７年度スポーツに関する県民アンケ

ートの結果について説明をいただいてから、そのあと、御質疑をいただきたいと思います。 

○前田会長 それでは、事務局のほうから２７年度スポーツに関する県民アンケートの結果につ

いて説明お願いいたします。 

○山崎スポーツ振興班長 スポーツ健康課の山崎です。着座にて説明させていただきます。 

  スポーツに関する県民アンケート結果について御説明申し上げます。 
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  資料４－１、ワンペーパーになっております。こちらに概要をまとめております。ただし、

これを基本としながら、資料４－２、冊子となっている結果報告書、こちらの方に図または表

を載せておりますので、こちらを中心にご覧いただければと考えております。 

  このスポーツに関する県民アンケートは、新世紀・みやぎ国体が開催された平成１３年度に

第１回の調査が行われ、その後、おおむね５年ごとに実施しております。平成２７年度は１２

月１日から１２月２０日までに無作為抽出した県内在住の成人３，０００人を対象に郵送によ

る調査を行っております。なお、この３，０００人ですが、人口比、人口の男女比、それから

年齢構成比に応じた人数を抽出しております。結果、１，０５１名から回答をいただきまして、

回収率は前回よりも残念ながら７．３ポイント下がってしまいまして３５．０％となっており

ます。 

  それでは、結果報告書の冊子の２ページご覧ください。 

  回答者に関するデータですが、回収状況については、性別では、調査をした段階では男性４

８％程度、女性５２％程度ということで調査しておりますが、回答としましては男性が４３．

２、女性が５５．７％ということで、女性のほうが実際には多くの方が回答していただいてお

ります。 

  （２）年齢ですが、こちらも、２０～２９歳、一番上の年代が構成比でいうと１３％程度、

以降、３０代から６０代までがおおよそ１６．７％が調査用紙配付時の数字ですので、それか

らすると、やはり若い年代ほど低い回収率、提出率、それから年代が上がるにつれて高くなっ

ていることが読み取れます。この辺が全体の回答の結果に大きく影をというわけではありませ

んが、大きく影響しているものと思われます。 

  また、（３）ですけれども、居住圏域につきましては、おおむね人口比に応じた回収率、回答

率となっていると思われます。ただ、その中でも、石巻圏域、それから気仙沼・本吉圏、こち

らのほうは９％に対して６．９％、４％に対して２．８％ということで、この２圏域、被災沿

岸地域というくくりになるのかもしれませんが、こちらの方，数字が下がっております。 

  続きまして、調査の結果概要について御説明いたします。４ページをご覧ください。３ペー

ジから飛んで４ページの方からお話をさせていただきます。 

  大きなくくり（１）健康・スポーツに関する意識の中で、図２にスポーツをすることについ

てということでの設問があります。この回答ですけれども、前回の調査と比較して、「とても好

き」「好き」と回答した割合が減少しております。一方で「あまり好きではない」の割合が増加

しており、意識面でのスポーツ離れも大変懸念されております。 
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  その下、表２に今後も続けたい、これから始めてみたい運動・スポーツとしては、散歩やウ

ォーキングなど手軽にできるものを求めている県民が多くなっている傾向が見られます。 

  続きまして、５ページをご覧ください。 

  先ほどまでの前期アクションプラン等の説明でも触れておりますが、スポーツの実施率につ

いて棒グラフ、折れ線グラフで御説明いたします。 

  （２）スポーツ実施率についてです。平成２５年に作成した宮城県スポーツ推進計画におけ

る施策の柱Ⅰ、生涯にわたるスポーツ活動の推進において、成人のスポーツ実施率の目標値を

週１回以上が６５％程度、週３回以上が３０％程度と定めております。図４、前回、前々回と

の比較では、週に１日以上運動やスポーツを行う県民の割合は３５．０％となっており、前回

調査よりも３．４ポイント減少しております。この部分は週３日以上と週に１日～２日程度を

合わせた数字となりますので、棒グラフの中でよりわかりやすいように左側の太線で囲ってい

るところになります。平成１８年度以降減少している傾向が見られます。 

  その下、図５、県及び全国の経年変化では、県と全国での調査年度の間隔が異なっておりま

すのでいろいろなところに数字が出ておりますが、四角で囲っている部分が宮城県の数字、そ

してそうでないものが全国ということでご覧いただければと思います。 

  それでは、６ページをご覧ください。 

  図６にスポーツ実施率、男性版、図７に女性版ということで、それぞれ年代ごとに数値、結

果を載せております。 

  まず男性の方では、一番下の段になりますけれども、７０歳以上が週３日、それから週１日

以上を合計した形で約５０％、半数の方が週に１日以上は運動しているという結果、これが男

性では一番高い値の年代となっております。また、女性では６０～６９歳の年代が最も高くな

っております。これを総じて考えますと、子育ての世代や働き盛りの世代がスポーツに取り組

むための時間の確保が課題となっております。 

  なお、ここには掲載しておりませんが、スポーツを実施しなかった方に実施しなかった主な

理由を挙げてもらっている質問もございますが、その中で１位が時間がない、２番がスポーツ

する機会がないということで、これはどちらの側面からも考えることができますが、先ほどお

話ししたように、子育ての世代、働き盛りの世代の時間の確保、スポーツに取り組む機会の確

保ということが非常に課題になっているところかと思われます。 

  続きまして、７ページをご覧ください。 

  スポーツ施設につきましては、県営のスポーツ施設、それから代表的なところとして学校の
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体育施設の開放等に関わってどのような取り組みがされているかということを記載しておりま

す。 

  ①、図８の県営のスポーツ施設に望むことということで一番回答が多かったのがスポーツが

しやすい施設、以下、自然と一体となった施設等々ございます。ただ、県営のスポーツ施設に

つきましては、できるだけ多く利用していただきたいという思いがある一方で、県営スポーツ

施設の多くが競技専門性の高い施設であることから、一般利用者の増加に結びつけることがち

ょっと難しい実態となっていることが確認されて、逆に居住する市町村の身近なスポーツ施設

をより多く利用していることが別な設問からもうかがわれております。 

  めくって８ページをご覧ください。 

  （４）スポーツ観戦についてです。図１０に運動・スポーツを観ることについては、「とて

も好き」「好き」「普通」という比較的肯定的な回答が全体の９０％近くを占めております。

本県内にはプロ球団が３つ所在し、スポーツを観る機会も多く恵まれた状況となっていると思

われます。 

  一番下段、表５には競技場等で観戦したスポーツ種目ということで、大きな傾向は変わって

おりませんが、バレーボールが入ってきております。数年前に仙台会場でワールドカップ等大

きな大会の国内での予選が開かれたということ、それから、ベルフィーユというＶ・チャレン

ジリーグに所属しているチームが県内にあるということ等も影響しているのかと思われます。 

  続きまして、９ページをご覧ください。 

  （５）地域スポーツについてです。図１２に総合型地域スポーツクラブの認知度ということ

で数字を上げております。大変残念なのですが、設置されている市町村の数、またクラブの数

は５年前、それから９年前と比較して増加はしているものの認知度は減少しております。今後

も継続して広報活動する必要があると思われます。 

  続きまして、１０ページをご覧ください。 

  （６）子どもの体力・運動能力についてです。具体的なデータ等はこの後、学校安全体育班

から別冊により説明をいたしますが、体力・運動能力向上のためには外遊びが必要だと考えて

いる県民が多く、逆に裏を返せば、比較的私たち世代の方々が、現在の子どもの体力・運動能

力の低下傾向を大いに憂えている、懸念されているということが複数回答にこれだけ多くの回

答をされたということからうかがえると思われます。 

  １１ページから（７）その他となりますが、その中で１２ページをご覧ください。 

  図１８、２０２０年東京オリンピックにおける宮城スタジアムでのサッカー競技の実施につ
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きましては、「知らない」が「知っている」を上回る結果となっております。アンケート調査

の回答時が昨年の１２月であったこと、また、現在も正式な会場の発表がされていないことが

一つの要因かとは思われます。ただし、サッカー競技の観戦そのものにつきましては図１９に

あるように前向きな回答が多く、今後の広報活動等により認知度の上昇を図ってまいりたいと

考えております。 

  その下、図２０、知っている障害者スポーツの種目については、前回のロンドンパラリンピ

ックでの日本選手の活躍により認知度を上げた競技が多くあることから、現在行われているリ

オ大会での活躍や東京大会に向けてのＰＲ等で今後さらに多くの競技・種目の認知度が上がる

ことが記載されます。 

  続きまして、１３ページ以降につきましては、居住圏域による回答結果に顕著な特徴が見ら

れた５項目について掲載をしております。 

  １つ目は、１３ページの図２１でスポーツ実施率です。上段から仙南圏、一番下が気仙沼・

本吉圏となっております。これにつきましては、週１回以上のスポーツ実施率は仙南圏が最も

高く、唯一５０％を超えております。一方、運動・スポーツを行っていない人の割合は沿岸部

の気仙沼・本吉圏が最も高かったのですが、週１回以上の実施率は低い順に内陸部の栗原地区、

登米地区となっており、居住圏域による大きな差、仙南が突出はしておりますが、その他での

大きな差は特に見られませんでした。 

  続きまして、１４ページご覧ください。 

  図２２、運動・スポーツにかける費用（１ヶ月あたり）ですが、左側の棒グラフの濃い色の

ところが０～５００円、それから徐々に右に行くに従ってかけているお金が若干高くなってい

きますので、これから見ますと仙南圏域がお金をかけない人が少ない、裏を返せば割合として

はかけている人が多いということになろうかと思います。また、一番下の段の気仙沼・本吉圏

も似たような構成になっておりますが、これは推察される部分としては、お金をかけざるを得

ない、地元ではなく多少交通費もかけて、またはそういった移動も含めてお金をかけざるを得

ない状況があるのかなということが、推察の域は出ませんが、ほかの圏域と比べましてちょっ

と顕著に出ているところかなと思われます。 

  図２３、運動・スポーツを行うための施設はどのぐらい確保できるか。ここにおきましても

仙南圏、先ほどから仙南圏と連呼しておりますが、白石、角田、刈田郡、それから柴田郡、伊

具郡を総称して仙南圏と申しておりますが、ここが「必ず確保できる」「だいたい確保できる」

ということで、満足度というか確保できるということに対して非常に満足をしているという度
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合いが高くなっております。 

  最終ページ、１５ページになります。 

  図２４では学校体育施設の利用状況につきましても、「利用したことがある」、そして「知

っているが利用したことがない」、これは機会がなかったということになるんでしょうけれど

も、まず知っているという認知の部分ではやはりこれも、地元の広報の関係もあるのでしょう

か、仙南圏が突出して７割近くになっております。 

  最後、図２５は地域の自治体が主催するスポーツ・レクリエーション行事への参加経験とい

うことで、こちらでも、突出とは言いがたいところはありますが、３人に２人は地元のレクリ

エーションに参加している。そのレクリエーションの数が多いのか、広報によって多くいろい

ろな人まで行き渡って参加率が高くなっているのかというところまでちょっとまだ読み解いて

はおりませんが、結果としてこのような顕著な結果が出ているものを５項目ほどピックアップ

しております。 

  総じましてまとめますと、スポーツと地域ということを考えるときに、決して仙南圏域だけ

が突出ということはないとは思いますが、これらのデータから、地域の住民がスポーツを身近

に捉えることができる環境が整っている、ほかの圏域よりも比較して整っているのではないか

ということが推察されます。また、沿岸部と内陸部の対比で、この５項目またはこれ以外の項

目等だけで単純に結論づけることはできませんが、沿岸部ではスポーツを行う施設の確保が難

しく、これが要因となってスポーツへの関わりに多少なりとも影響していると思われます。 

  以上、ここまでが結果報告、まとめとなっております。 

  最後に、調査結果の今後の活用についてですが、４－１の資料、ワンペーパーの一番下の方

に記載しております。今日、この後、審議会の中で皆様から御意見をいただいた後、さらに内

容を精査・分析いたしまして平成２９年度以降の施策及び平成３０年度からの後期アクション

プランに反映してまいりたいと思います。 

  私からの説明は以上となります。 

○赤平学校安全体育班長 スポーツ健康課、赤平でございます。続いて、平成２７年度全国体力・

運動能力、運動習慣等調査について御説明申し上げます。 

  資料は冊子の資料５となりますので御準備願います。 

  この調査は、文部科学省が全国の子どもの体力・運動能力の状況を把握・分析するため、平

成２０年度から実施しているものでございます。 

  それでは、冊子１ページをお開きください。 
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  １、調査の概要です。調査期間については平成２７年４月から７月末まで、対象学年につい

ては小学校５年生男女、中学校２年生男女の全員でございます。学校数及び児童生徒数につい

ては表のとおりでございます。調査事項といたしましては、握力、上体起こし等８種目の実技

に関する調査及び児童生徒及び学校を対象とした質問紙調査の２種類となっております。 

  次、２ページの調査結果の概要です。 

  これは、実技に関する８種類の合計点であらわされる体力合計点について、この調査が始ま

りました平成２０年度以来７年間の推移をあらわしたグラフとなります。なお、平成２３年度

については東日本大震災の影響で調査は行われませんでした。 

  中学校２年生の女子は昨年より向上し、小学校男女と中学校２年生の男子においては若干低

下しておりますが、スポーツ庁ではプラスマイナス０．５の範囲までは横ばいの状態としてい

ることから、全体として大きく見ますと本県の児童生徒の体力は横ばいの状態であると捉えて

おります。しかし、いずれも全国平均を下回っており、改善のための取り組みが必要となって

おります。 

  ３ページをご覧ください。 

  体力合計点の分布状況でございます。おおむね正規分布となっておりますが、どの学年男女

とも体力が高いとされるＡ判定の児童生徒の割合が低く、体力が低いとされるＥ判定の児童生

徒の割合が高くなっております。 

  ４ページ、５ページですが、４ページは種目別の状況の一覧表になっております。 

  続いて、５ページのほうをお開きください。 

  Ｔ得点比較のグラフになっております。小学校５年生男女の握力、それからソフトボール投

げについてですが、全国平均となる５０ポイントを上回っております。その下の２つのグラフ、

下側のほうにある小学校５年男子の握力とシャトルランの折れ線グラフになりますが、小学校

５年生男子の握力については、本県においては低下傾向に歯どめがかかりつつある中、全国的

に急激に低下が進んでいるというふうなことが見てとれます。また、小学校５年生女子のシャ

トルランについては、本県は若干上向き傾向になりつつあるところですが、全国が大きく上昇

しているというふうなことから、全国平均との差が大きく開いているというふうなことが見て

とれます。 

  ６ページをご覧ください。 

  学年男女別の運動時間の状況を示したグラフとなります。一番下に記載してありますが、運

動習慣が身についているかどうかの目安とされる１日６０分の運動を週７日間行った場合、週
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４２０分の運動をすることとなりますが、その目安の部分に線を入れてあります。全国的に小

学校においては運動時間が少なく、中学校になると運動部活動により運動時間が増える傾向に

あります。また、女子に運動時間が少ない児童が多いというふうなことが気になります。本県

も全国と同様の傾向を示しておりますが、特に小学校について、運動時間が極端に少ないとさ

れる１週間の総運動時間が６０分未満の児童の割合が男子で７．２％、女子で１４．４％と全

国よりも高いというふうな結果になっております。 

  では、次に７ページをお開きください。 

  「運動やスポーツが好き」と答えた児童生徒の割合を示したグラフとなります。「運動が好

き」「やや好き」と回答した児童生徒の割合は全国と同じ傾向を示しております。また、男子

のほうが女子よりも高い傾向を示しているというふうなことでございます。 

  では、８ページをご覧ください。 

  児童生徒の意識調査で運動時間と体力合計点の相関を示した傾向の分析となります。この①

②③というふうな傾向分析を見ますと、「運動が好き」と回答した児童生徒ほど運動時間が長

く、体力合計点も高いというふうな傾向があることが見えてまいりました。これらのことから、

今後各学校においてまず運動が好きな生徒を一層増加させていくことが必要であるというふう

なことを考えております。 

  続いて、９ページをお開きください。 

  ９ページのグラフは、小学校においてスポーツクラブへの加入率、全国と比べて低いという

ふうなことが見てとれます。中学校においては、運動部活動に所属する生徒の割合が全国に比

べて高くなっているというふうなことがわかります。また、本県の小学校の運動時間は全国と

比べて短い、それから中学校の運動時間が全国と比べて長いというふうな傾向が下の②のグラ

フから見てとれます。 

  １０ページをご覧ください。 

  県教育委員会では昨年度からＷｅｂなわ跳び広場の取り組みを行っております。これは、県

内の小学校を対象に、いつでも、どこでも記録の登録ができるｗｅｂ上でのなわ跳び大会を行

っているものです。個人の短なわ跳び、それからグループの長なわ８の字跳びで制限時間内に

何回跳べたかを競う、その結果をｗｅｂ上に公表し、表彰を行っております。このＷｅｂなわ

跳び広場に参加している学校の体力合計点の平均値ですが、全体として高くなっているという

ふうなことがわかりました。特に小学校においては、このように体力づくりの取り組みを学校

全体として積極的に行うことが体力・運動能力の向上を促すものというふうに考えております。 
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  続いて、１１ページをご覧ください。 

  特に津波の被害を受けた学校の割合が高い気仙沼圏域と石巻圏域の学校の体力・運動能力の

状況を全県と比較したグラフとなっております。被災地の学校において、グラウンドへの仮設

住宅の設置、それから通学バスによる帰宅時間の制限等、いまだ運動環境が整っていない学校

があります。組織的に運動量を増やす取り組みを行っている学校もあり、そのような学校にお

いては体力・運動能力の低下が見られませんでした。被災地における震災の影響については、

宮城県独自の体力・運動能力調査の結果等も踏まえて今後も注視していく必要があるというふ

うに考えております。 

  １２ページをご覧ください。 

  今回の調査・分析結果から明らかになった課題としては、小学生の運動習慣を身につけさせ

る取り組みが求められるというふうなこと、それから学校の組織的な取り組みがより一層望ま

れるというふうなこと、被災地においては今後とも工夫した取り組みが必要であるというふう

な３点が挙げられます。 

  今後の取り組みの方向性ですが、体力・運動能力の向上のためには児童生徒の正しい生活習

慣とそれから運動習慣の確立が必要であるというふうなことから、学校における取り組み、そ

れから家庭における取り組みを明確にしつつ、連携を深めてまいりたいというふうに考えてお

ります。 

  １６ページ以降の参考資料に載せてありますが、本県は、先ほども話題に出ましたが、児童

生徒の肥満、それからむし歯といった健康課題というふうなものもあります。そのグラフが参

考資料として載せてあります。こういった部分もあわせて取り組んでまいるために、１３ペー

ジにありますように、学校の取り組みとして、子どもたちが運動が好きになるような体育の授

業の充実を中心に、健康教育、それから教員の研修、家庭との連携の充実が図られること、そ

れから家庭の取り組みとして、子どもの規則正しい生活の形成、食事の内容の充実、それから

親子で一緒に運動をする、家庭と学校の連携を図るというふうなことを取り組んでまいりたい

なというふうに思います。 

  県教育委員会としましては、これらの点を踏まえて今後さらに学校の取り組みを支えるため

の研修会や専門家派遣等の各種事業を行い、保護者への啓発等にも取り組んでまいりたいなと

いうふうに思っております。 

  以上で平成２７年度の全国体力・運動能力、運動習慣等調査の説明を終わります。よろしく

御審議賜りますよう申し上げます。 
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○前田会長 どうもありがとうございました。 

  それでは、ただいま前期アクションプランによる平成２７年度の事業の成果と、それから２

７年度のスポーツに関する県民アンケートの件について続けて御報告いただきましたので、内

容が大変多いことになっています。それで、今から御意見等をいただきたいと思いますが、整

理する意味で県民アンケートの結果の項目に基づいて進めていきたいと思います。ただ、県民

アンケートの結果のみではなくて、前期アクションプランによる２７年度の成果等についても

同時に見ていただきながら御質問、御意見等いただきたいと思います。 

  まず、県民アンケートの項目の健康・スポーツに関する意識の部分で何か御意見等いただけ

ればと思いますが、いかがでしょうか。 

  ここは、残念ながらといいますか、運動が好きというような、「とても好き」「好き」に回答

される方が平成１８年、２２年、２７年と年度が進むに従って、推進会議のほうではここを高

くしようということでやっているわけですけれども、残念ながら低くなってきて、１８、２２、

２７というふうに従って少なくなってきているという結果になっているんですけれども、県の

ほうではこの原因について何か考えられていることはありますでしょうか。 

○松本スポーツ健康課長 委員の皆様はスポーツシーンに数多く出席されていると思うのですけ

れども、そういったところに出てこられる方は非常に活発にいろいろな活動をされているんじ

ゃないかなというふうに思います。そうでない方ですね。おいでになる方は元気なんだけれど

も、そうでない方を引っ張り出すというんでしょうか、我々としてはそういう企てをしなけれ

ばいけないんですけれども、そこの部分がうまくいっていないのかなと。来られない方は家で

じっとしているような状態になっていて、活発な方だけが活発という恐らく二極化になってい

る。そこの部分を引っ張り出すという工夫としてどういうことがあるんだろうかと。委員の方々

は出てきてらっしゃる方と接する場面が多くて、それで、今日、ではどういうふうにやったら

出てこられる方が多くなるかというようなところでアイデアが頂戴できればというふうに考え

ております。 

○前田会長 次の実施率で見ると割に高齢の方が実施率が高いというようなことがあって、回答

者を見ても割に高齢の６０歳以上のところで２０％を超えるようなところがあるんですけれど

も、「とても好き」とか「嫌い」とかこういうスポーツに関する嗜好と年齢層との関係という

ようなところは何か特徴はなかったでしょうか。 

○松本スポーツ健康課長 恐らく６ページのところで説明した時間がとれないというところが、

やりたいんだけれども時間がとれないというような方が多いのかなというようには感じている
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んですが。 

○村上委員 スポーツ少年団の話からで申しわけないんですが、今、県内のスポーツ少年団の加

入率というのは、全児童数、小学生だけですけれども、小学生の児童数から見ると１５％を切

っているんですね。１５％を切っているということは、今、県内の小学生約２０万弱の子ども

たちなんですが、そのうちの２万５千名を切っているのが実態なんですね。どうして子どもが

それだけしかいないのかなと、団に入ってスポーツを楽しんでいる子どもたちが少ないという

のはどうしてなのかなという原因を少年団としてもつかみたいと。どうして入ってこないのか

なという部分があるので、いろいろ各競技の方とか市町村の方々にお話を聞く機会を、場を設

定して意見を聞いているんですけれども、いろいろ原因はあると思うんですけれども、保護者

の経済的な状況の問題もあるし、それから子ども同士の中でもやはり、小学生だけですけれど

も、どうしても運動、体を動かす、あるいはスポーツが好きな子どもというのは、全体の子ど

もからすれば約半分は嫌いな子どもがいて当然の話だと思うんですが、この半分のうちの、で

きれば５０％まで、何とか子どもたちにスポーツができる環境あるいはスポーツができるそう

いう施設を整備してもらえば、子どもたちが自由にどこのポジションでも体を動かしてスポー

ツができるという環境を我々がつくってやらなくちゃならないのかなというふうな思いの中で

今やっているんですけれども、そこをもう少し充実していただければそれなりの子どもたちも

意識的には芽生えてくるのではないかなというふうに思うんですね。 

  体を動かすということ自体を小学生の時期だけにやるのでは遅いと。今、日本を代表するア

スリートの方々は非常に低年齢、２、３歳のころからそういう環境の中に溶け込んで、できる

できないは別としても、取り組める状況はあるんですから、全員の子どもたちがそういう環境

の中で過ごせることができれば、もっともっと子どもたちが自主的にスポーツに、あるいは体

を動かすことに興味を持っていただけるのかなというふうな思いでおりますけれども、ぜひそ

ういうことで環境づくりを整備してほしいなという部分は今あります。以上です。 

○前田会長 環境づくりといいますか、スポーツというか運動というのを子どもたちだけのもの

にしないで、やはり社会全体を含めて運動というところに、スポーツというところに興味を持

っていかないとなかなか難しいなというお話でしたけれども、今日いろいろなバックグラウン

ドをお持ちの方々もたくさんいらっしゃいますので、いろいろな視点でこのことについて御意

見等いただきたいんですけれども、いかがでしょうか。どうぞ。 

○手島委員 まず運動が好きかどうかというところなんですけれども、私、レクリエーション協

会もお世話になっています。本日、レクリエーションの山内先生欠席なんですけれども、現場
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からの参加者からの動向としては、地域の高齢者の方であっても、運動しますよとか体操教室

ですと言うと来ないのが本当です。そこを依頼される場合に、レクリエーションをしますよ、

ただ中身的には転倒予防とか体力の維持とかそういったものをやってほしいというのが主催者

側からのお願いがあります。それをいかに楽しくやってもらえるかという感じでの依頼が多く

なっています。高齢者も健康体操というと、毎日毎週とか毎月やっているイベントにも、「あ

あ今日は体操教室だからやめよう」となるらしいんですね。なので、そこをネーミングを変え

て、レクリエーションでみんなと楽しく過ごしましょうとか、そういった形で中身的に依頼は

体操をやってくださいという感じも多いです。 

  あともう一つは、このごろでは動かない体操教室をやってほしい。高齢者の方は一度座ると

その席から絶対動かないんですね。それで、そのままできる運動とか動かないでやれるものを

やってほしいという難問がかかってきます。動かない体操教室をやったらうちのほうでもやっ

てほしいとか、一体どんな体操なんだろうと疑問はありますが、しゃべるのも手を動かすのも

運動というところから、そこに来るまでも運動だよという形ではやっています。 

  その中で、あとはスポーツの実施率というところで、主婦層、子育て中の女性が課題という

ところなんですけれども、時間がとれないのと、あとは多分動き方を知らない、日常での活動

とか運動の仕方とかそういったのが分かると、わざわざ競技スポーツやジムに通うことだけが

スポーツではないというところでの働きかけも必要なのかなということを感じました。以上で

す。 

○前田会長 どうもありがとうございます。運動教室とかスポーツ教室とかという集まらないと

いう。私は運動生理学をやっていて運動処方というようなことをやって、健康のために運動し

ましょうということをもうずっとやってきたんですが、なかなかうまくいかないですよね。永

富先生。そこで、レクリエーションということだと集まるんだというようなお話は本当に最近

よく身にしみて感じるなということですけれども、この１年に運動・スポーツを行った理由と

して、１位が健康や体力の保持・増進というようなところがずっと上がってきているわけです

けれども、やはりここに楽しい、好きというのが１番に来るよう状況をつくらないと、健康の

ためにとかということ、ついこの間、友人と話をしていて、やっぱり処方とかそういうことを

言っている限り、薬は飲みたくないんだと言われたんですね。飲まなきゃ飲まないほうがいい。

運動を処方してやらなきゃいけないようなものだったら、やらなくていいんだったらやりたく

ないんだというようなことを言われて私は大変ショックを受けて、やはり何とかのために何か

をしなければいけないという、ためにということだと、要するにやらなくてもいいと。じゃな
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くて、楽しくて楽しくてしようがなくて、やるなと言われてもやりたいんだと、やるんだとい

うぐらいのところにやはりいろいろなところで環境づくりのあれで持っていかないと、実施率

というのはなかなか増えないのかなというふうに思ったところで、ちょうど今のレクリエーシ

ョンだと集まるんだというようなお話と重なってくるなというお話でした。 

  いかがでしょうか、ほかにこのことについてもう少し。どうぞ、菊地先生。 

○菊地委員 今のお話を伺っていて、私も働く世代で、子どもがいて、いろいろな世代と関わっ

ている身なんですけれども、まず私自身が運動をすごくしてきた人なんですが、この年になっ

て「さあ運動するか」というと、今やっているのはヨガなんですね。やっぱり「動かない」、「そ

の場でやれること」をやっている。そういうことは現実そうなんだなと思います。 

  やはり、ここに参加しない原因に関しては、機会、時間、そしてお金の問題かなと思います。

「参加している人」も、よりお金をかけないようにして「参加をしている」というところがあ

って、お年を召した方、年金の方とか、あと子育て世代というのはすごくお金がかかるので、

わざわざ自分のためにお金を使うということに逆に罪悪感を感じてしまう、そういう現状はあ

ると考えています。 

  今の時代のお母様方というのは、ＰＴＡ行事にすごく熱心に参加するんですね、子どもと一

緒であれば。お母さんだけだと来ないんですけれども、ＰＴＡ行事は。子どもと一緒に何かす

るよ、というとほぼ来るんです、９０％ぐらい。それでびっくりしているんですけれども、そ

のときに運動をさせてあげるとか、一緒に楽しんであげるとか、そういうことをやると非常に

喜びます。そのときを使っていろいろな宣伝をしたりするとそこにつながって運動するような

ことがあります。やはり学校という場、子どもという、何ていうか、手段に使うと言うとどう

なのかわからないんですが、そういうものも連携しながら、系統立てて計画を立てていくこと

はすごくいいことなのではないかなと思いました。以上です。 

○永富委員 動かないというところがすごく今衝撃的な指摘だったんですけれども、ただ一方で、

全国調査で介護に至っている要因を調べるとやっぱり動かないことは非常に問題でして、多分

入り口はレクリエーションからはじめて、だんだん動く楽しさというか快適さというか、そう

いうことに誘導していただけるようなプログラムというのが必要なのかなと思います。ただ、

残念ながら、全国調査の結果、いろいろな包括支援センターでやっている介護予防事業の効果

がはかばかしくないということで、国が実は支援をやめてしまったという実態があるんですね。

ですから、やっぱり運動の条件について、私たち専門家がちゃんとまだ伝え切れていなかった

んじゃないかなというふうに思うんですけれども、そんなことが大事かなと。ただ、やっぱり
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運動と体操というと余り楽しくないというイメージがつきまとうからいけないんであって、そ

こが楽しいんだということがすごく大事だと思います。 

  ただ、そうすると今度は、今菊地先生がおっしゃったような、なかなか運動経験があってし

たくてもできない、いろいろな事情でできない人たちがどう、実際問題、運動の実施率から見

ると一番そこの世代というのが３０代、４０代で、まさに働く世代なんですね。ですから、そ

この人たちが短い時間でもっても何か楽しめるようなことというのが増えてくる、しかも体を

動かして楽しめるということが重要かなと。体操のお兄さんの佐藤弘道さんが弘前大学の大学

院生になったときに、子どもの体力が低下しているということで幼児から運動をさせようと。

お母さんが一緒に来るわけですけれども、せっかくだからお母さんと一緒にやろうと思ったら、

むしろお母さんたちの体力のほうが圧倒的に劣っているということに衝撃を受けて、おっしゃ

るとおりお子さんが一緒だと皆さん出ていらっしゃるということで、一緒にやりましょうとい

うようなことを一生懸命やっているというお話を伺っています。 

  次に、質問なんですけれども、スポーツの実施率、居住地域別を見ると仙南地域の実施率が

高いということがあったんですけれども、かつ、ここでは学校体育施設の利用状況もよろしい

けれども、またさらにスポーツ・レクリエーション行事の参加経験も高いと。これは世代別で

見たときに高齢の方々の参加率が高いのか、それとも全世代にわたってそうなのか、何か仙南

地域の取り組みに少しヒントがあるのかなと。仙台大学さんがあるからというのも一つの理由

かなというふうにはちょっと思ったんですけれども（「それは大きいと思います」の声あり）と

いうふうにちょっと思いました。いかがでしょうか。 

○山崎スポーツ振興班長 今手元にあるデータでちょっと、仙南の中でさらに世代別データまで

拾ってはいないのですが、先ほど報告の中にヘルシースポーツ祭の話がありました。私も昨年

度、２７年度になりますが、村田町で行われたそちらの方に参加して地域の方と触れ合う機会

を持ったんですけれども、他との比較がないところの話で申し訳ないんですが、非常に前向き

で、そのときは川崎が次の年ということだったんですけれども、「来年はうちだね」「じゃあそ

の次の年はうちだね」なんていう話が普通に会話に出てくるようなというか、おしつけられて

やっているという感覚があまりないところというか、「うち、引き受けたら一生懸命やるよ」と

か、特に参加していた方たちのそれぞれの町が、ここでこういう話いいんでしょうか、合併が

あまりされていないというか、旧町が、旧というか、現在そのまま残っている郡の市や町が多

いというところで、もともと身近にスポーツ施設がもともと近いところにあって、その取り組

み、そして、それぞれの町内会レベルの話、自治体のレベルの話になるんでしょうが、いろい
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ろなＰＲ活動がやっぱり草の根というか、それぞれの各地域、御自宅まで届いているがゆえに

なされたことなのかな。そうすると、何か他の合併したところを別に悪く言うわけではないん

ですけれども、結果的に仙南がというのはそういったところで出てくることなのかなと。私自

身も仙南にちょっと住んだことがあり、また仙南の高校に勤めたこともあるので、そういった

ところは少し感じてはおります。具体的なデータでなくて申し訳ありません。 

○永富委員 あともう一つ気になることは、子どもたちが、今スポーツ少年団の加入率が１５％

ということをおっしゃったんですけれども、そうなると次に問題になってくるのは、中学校に

進んだときの部活への、運動部への加入率なんていうのも同じような数値になってくるかなと

思うんですが、そうなったとき、今ちょうど過渡期にあって外部指導者の活用ということが行

われているわけですけれども、確かに先生方がすごくお忙しいということで、ただ、一方で、

私たち高校の先生方の結構お悩みなんかも伺うことがあるんですけれども、結局専門じゃない

方が指導せざるを得ないというような状況になっていて、肝心の中学、高校での運動の実施状

況、運動の実施をサポートする。多分、ウルスラのようにもう本当に全国トップにいっている

ところ、聖和ですとか、そういうところはいいのかもしれませんけれども、そうじゃない下支

えするようなところが非常に苦労しているのかなというふうに感じられました。その中でもし

例えば仙南のほうで何か、柴田高校とかありますけれども、いろいろなサポート体制が、地域

でのサポート体制が整っているようなことがあれば、それが一つのモデルになるのかなとちょ

っと感じました。もし何かヒントがございましたらお願いします。 

○松本スポーツ健康課長 外部指導者の関係ですと、まさに仙台大学さんのほうで学生を派遣し

ていただくというような事業ですね。大学さんのほうで国のほうから予算獲得されているよう

な事業だというふうに思っていますけれども、それがヒントにならないかということでうちの

ほうの外部指導者の担当も話を伺いに行ったりということをしております。あと、仙台にある

大学と近隣の仙台市じゃない町と連携しようという動きもあったんですが、それはちょっと距

離があると。七ヶ浜と福祉大の場合ですと距離があるということで非常に難しいという感じに

なっています。ですから、やはり移動というのはちょっと障壁になるのかなというふうに思っ

ております。先ほど仙南地区、これは沿岸部を含まない仙南地区になるものですから、被災の

状況と旧のコミュニティーが余り動いていないということと仙台大があるという３つの要因が

やはり全部プラスに働いているのかなというふうに思っております。 

  あと部活動につきましては、先ほど小学生の運動時間が極端に少なくて、中学校になると多

いというようなグラフがあったと思うんですけれども、あれはまさしく運動部活動によるもの
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です。中学校の運動部活動の加入率は非常に高いです。高校になると、前田先生の福井の例に

ちょっと近いんですけれども、若干は下がります。どうしても専門の人はガーンとやるけれど

も、所属しないという人が出てきます。中学が高くて高が低い。でも、宮城の場合は中も高も

高いというような傾向になっております。高校のことはあと大沼会長のほうに。 

○大沼委員 高校のほうですが、運動部の加入率はほぼ横ばいです。ここ５年、６年、１０年近

くですね。例えば今回のインターハイの結果を見ましても、団体では東北高校のソフトテニス

が優勝、あとは育英さんの陸上が個人で優勝ということで、大会結果を見ましても４４の入賞

結果でも横ばいということで。ただ、中学校さんの場合ですと、全員部活動加入というのを義

務づけている学校もありますし、その辺が一概に加入率とその結果というのはイコールではな

いなという感じは持っています。 

  それから、中学校さんも同じだと思いますけれども、高校でも、先ほど課長がお話ししたよ

うに、専門の指導者がいないという場合に外部の指導者の制度を利用してやっている学校がた

くさん。特に中学校さんなんかは余計に非常に助かっている状況、教育長さんもいらっしゃい

ますけれども、状況かなというふうに思っています。 

  あと、やはり我々のところには父兄からぜひ専門の教員を異動で引っ張ってきてくれという

話はたくさんあるのも現実です。それが、スポーツが好きになることとイコールの場合と、そ

れから余りにも激しくやり過ぎることによって燃え尽きということで、なかなか難しさもある

とは思うんですけれども。 

  ただ、さっきの様子を見ますと、関心度とですね、スポーツに対する関心度、関心度という

のはデータを送る数字ですね。それから年齢層、それからやっている種目、全てにおいて高齢

者的内容かなと。中高でのこのデータとの相関というのはなかなか一概に話ができない部分が

あるかなという感じは私個人としては持ちました。もし中学校のほうですと、教育長さんいら

っしゃいますので、振ってしまいますがよろしくお願いしたいと思います。 

○髙橋委員 振っていただきましてありがとうございます。中学校は今校長先生がおっしゃった

ように全員加入制ですので、全員が、運動部が多いですね。その年によって種目の偏りはあり

ますけれども。ただ、子どもたちといいますか、児童の運動というのは非常にやっぱり少ない

です。スポーツ少年団の加入も少なくなってきているので何かということで考えておりまして、

今年は小学校の中にモデル地区をつくりまして、スポーツ推進員の方が中心になってわくわく

あそび隊という、小学校の校庭や体育館をもとに運動、週１回ですけれども１時間遊ぶという

のをやってみたんです。そうしたら５０人が参加希望ありまして、犬っこが雪の上を走り回る
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ようにして運動をしていますね。ですから運動したいという欲求はうんとあるんだけれども、

場所も時間もないんだなということを実感したところであります。そういった子どもたち、う

ちでも小学生は体力が低いんですけれども、中学校に入ると体力がぐんと上がる状況にありま

すし、運動は好きですね。まだまだ田舎ですのでそういったところがあります。 

  それから、先ほどの高齢者の件ですけれども、本市では鹽竈神社があるので、６時半ぐらい

になりますと２０２段の階段を７０から８０の老人が上がってきて、その上でラジオ体操をし

て神社に手を合わせるという姿を見ております。２０年、３０年前に体力づくりなんかで非常

に頑張ってきた人たちなのかなと、そういう経験がある方がいまだに続けているのかななんて

いうことをちょっと感じておりますので、一時期やっぱり体力づくりというのが下火になりま

したよね。その影響が今に来ているのかななんていうことをちょっと感じるところではありま

す。以上です。 

○前田会長 健康に関する意識とスポーツ実施率とあわせたようなところで今御意見をずっとい

ただいてきていたんですけれども、やはり１つは好きということと実際に運動するというとこ

ろの乖離をどう埋めるかということで、私の立場で言うと、処方というような立場で健康のた

めにとか将来のためにということでずっとやってきたんですけれども、なかなかそれではうま

くいかないなというところが出てきて、一方、好きということに関しまして、私、昨年３月ま

で附属幼稚園の園長を兼務していたんですけれども、子どもたち、黙っていると走ります。築

山にそり滑り用のスロープをつくったんですけれども、秋につくりました。そうしましたら、

できた途端に子どもたち坂道ダッシュを始めて、エンドレスでやるんですね。園庭に１周のト

ラックを引いてバトンを置いておくと、やれとも言わないのにエンドレスでリレーをやります。

本当にエンドレスでやって一緒に走らされて、もう、ちょっと休もうよというぐらいで、本当

に子どもたちは遊ぶというのが、小さい幼稚園の子どもたち、黙っていても動くんですが、そ

れがいつの間にか、何でしょう、動かない、黙ってじっとして話を聞きなさいというような指

導が徹底するのか、いつの間にか動かないで、運動といっても動かないでやりたいというよう

な大人になってしまうのかなと思うんですが、そういう本当に子どもたちが持っている基本的

に動くということに関する欲求みたいなものを押さえないでといいますか、それを伸ばす形で

大人になっていって、健康とか体力というのは目的ではなくて、運動した結果、健康づくりに

なるとか体力が上がるとか、目的と結果をもう１回逆転させてあげないとなかなか実施率とい

うところまで結びつかないなというのが今御意見を様々伺ってきたところですけれども、もう

時間が限られてきていますので、そろそろそれ以外のところも含めて、スポーツの施設ですと
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か観戦、地域スポーツ、それから子どもの運動能力、その他も含めて今回の結果について御意

見を伺いたいなと思います。 

  スポーツ施設については、例えば学校ですと学校の開放があって、岩沼のほうですと学校で

運動したことがあるという、体育施設の利用者が４０％を超えているというようなところで、

うまく施設の開放と利用というところが進んでいるのかなと思いますけれども、仙台市、石巻

圏では逆に利用したことがあるという方が１６％、１２．３％という少し乖離しています。た

だ、施設があれば利用するかというと、よく学生に私言うんですけれども、学生たちに運動し

ているかというのを１年生に聞いたときに運動していないという学生がいるので、何で運動し

ないのと言うと時間がないとか施設がないとか言うんです。宮城教育大学にも、そんなに立派

ではないですけれども、スポーツ施設ちゃんとあるんですが、利用していないんですね、学生

たち。そういうことを指摘すると……、要するに施設があっても利用しないという。私も、大

学には施設はあるんですけれども大学で運動しないで、スポーツクラブに通って週３回運動し

ているんですけれども、なぜ大学でやらないで運動施設でやるかというと、やはり後処理の問

題とか、ただ運動だけでなくてその後サウナだったりとかシャワーというところがあると、や

はり大学じゃなくてお金を払ってスポーツクラブに行ってやるというようなことがあるので、

ただ単に施設があるとかということでもなかなか利用は進まないのかなと思いますが、特に岩

沼について、気仙沼・本吉もそうですけれども、特に学校体育施設の利用が進んでいるようで

すけれども、何かほかの地域と違うような取り組みはあるんでしょうか。 

○山崎スポーツ振興班長 こちらにある数字ではそこからさらに圏域の中の市町村のところまで

ちょっと落とし込んでいない資料なので、大変申しわけありません、そこまでがわからない状

況です。ただ一方で、先ほど前田先生の実例も挙げていただきましたが、マイナスの質問でな

ぜ知っていても利用しない、または知らないことについてのいろいろな質問をしたところ、知

っていても利用しない方については手続が面倒であるとか、スポーツにそもそも興味ない方の

回答もあったんですけれども、やはり公的な施設を使うときの煩わしさを相当挙げる方が多か

ったです。それから裏返しにすると、スポーツクラブのようにと言うとあれですが、そういう

施設の方でお金を払うとお客として扱っていただいてサービスが受けられるという方に流れる

という傾向が見られるのかと思います。決して学校の開放状況が進んでいないわけじゃなく、

恐らく県内のほとんどの学校が開放ということに対して前向きに広げているはずなんですが、

それが利用者のニーズというか、事務手続の煩わしさ等を生んでいるのか……、手続が煩わし

いわけでは実際にはないのですが、ほかと比較してというところでそういうことに至っている
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のかと思われます。 

○前田会長 回答率といいますかデータを見ると、仙南圏の回答率は必ずしも高くないんですけ

れども、例えば仙台市が４６％に対して仙南のほうは８．６％の回答になって１０％を切って

いるような状況なんですけれども、その１０％を切るような回答者というのは、意識が高くて

よく運動している人が回答しているというようなそういうことは考えられないでしょうか。 

○山崎スポーツ振興班長 冊子の２ページの居住圏域のところにあるこの数字は、平成２７年度、

１，０５１をｎとした場合の、それが全体に対しての回答数の割合ですので、仙南の方から１

０％回答ではなくて、仙南の圏域がほぼ人口比でいくと８．数％なんですけれども、実際に８．

６％の回答があったところはほぼイコールというふうに、そういうふうに見ていただければ。 

○前田会長 わかりました。そうすると、それぞれの地域の回答率はそれほど差がないという、

地域の人口比に対して余り差がないということですか。 

○山崎スポーツ振興班長 一番最初に御説明したように、一番下のほうの石巻圏と気仙沼・本吉

圏だけが調査配付したときの割合に比べると、石巻圏で２．数ポイント、気仙沼・本吉圏でも

１．５ポイントほど下げております。その他はほぼ横ばいで、その分が仙台市に、仙台市は４

５％程度で配付していますので、若干上がっているのが仙台市になっているかと思います。 

○前田会長 わかりました。どうもありがとうございます。 

  それでは、まとめてといいますか、それぞれ何か御意見、御質問等ありましたらぜひ。どう

ぞ。 

○手島委員 では、地域スポーツのほうで総合型地域スポーツクラブについてのお話をさせてい

ただきたいと思います。 

  昨日、宮城県総合型地域スポーツクラブ連絡協議会の常任委員会を行ったんですけれども、

その中でもお話があったのが、いまだかつてこのデータと同じで認知度が低いというところの

現状を、私たちクラブ側も、例えば先ほどの手続等に行った場合でも「総合型クラブって何で

すか」と担当者に言われる状態です。私は田舎なんですけれども、地方ではなくて実は仙台の

中でもこのようなことがありました。学校の先生たちでも「総合型地域スポーツクラブとは何

ですか」ということで、スポーツとかいろいろなこういった会議とか関わり合いがある中でも、

ただ、下のほうに下のほうに行くと全然話が通じていないのが現状かなと思っていました。 

  県のほうで行っている、今年もありました、担当者会議ですね、市町村の生涯スポーツ担当

者研修会、そちらのほうも参加させていただいたんですけれども、そちらのやはり参加率、低

いんじゃないかなと思っていました。それと同時に担当者の方が学んだことがその地域で生か
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されているのかなということもあり、内容的にはとてもいい研修だったんですけれども。それ

にまず担当者すら来ていない、各市町村がある。それではなおさらのこと認知度は低くなるし、

理解も深まらないのかなと思っていました。子どもたちのスポーツの状況とか体格・体力、そ

の件とかスポーツをやる環境等については、いろいろな立場から皆さん同じような方向を向い

ていると思うんですが、その中でも総合型地域スポーツクラブというと「知りません」。例え

ば施設だったら「わからないから貸せません」。減免があるのは、県の施設は条例上のってい

ますかね。それ以外だと全部一般と同じような料金を払っているところも多いです。そういっ

たところで地域格差も非常に大きいことと、それが多分認知度が低いということで、何の団体

かわからないというのが本当に現状かなというのを痛感しています。そのためにもこの場をお

かりして、各いろいろな団体のほうで総合型地域スポーツクラブという取り組みに関して話す

機会というのを設けていただければなと思っていました。以上です。 

○前田会長 ありがとうございます。地域の総合型のスポーツクラブ、それからスポーツ少年団

なんかもそうだと思うんですけれども、やはり何か特別な人たちのものになってしまっている

というか、少し距離のあるところにまだまだあるのかなと。そういう意味で広報活動等が大切

かなと思います。 

○永富委員 もともとこの地域総合型はヨーロッパのスポーツクラブをモデルにしてやっている

んですけれども、ヨーロッパに行くと、ちゃんとここに大きい看板がかかっていて専用の施設

があって、そこで管理していて。だからどちらかというと、例えば利府に行っていろいろなコ

ンプレックスがあるんですが、ここは何とかスポーツクラブみたいな。だから、例えばバイエ

ルン・ミュンヘンだとかヘルタ・ベルリンだとかバルセロナだとか、あれはものすごく大きな

ところですけれども、やっぱり地域の顔になっているんですよね。ところが、今の日本の地域

総合型スポーツクラブは、恐らく活動拠点は別の看板がかかっていて、横にもしかしたら小さ

な看板がかかっているかもしれませんけれども、その専用の施設でやっているわけではないの

で、そこがすごく不利なところだと思うんですね。 

  １つちょっと、これ今の話から少しずれるかもしれないんですけれども、普通の、例えば今

私マンションに住んでいますけれども、２６０世帯ぐらいありますけれども、皆さんの生活の

どちらかというと簡単な聞き取り調査みたいなのをやると、お子さんがいらっしゃる御家庭で

は週末どうやって過ごしているかというと、ほとんどショッピングモールは必ず行くんですね。

そこで買い物をするんですね。そこで何かイベントがあったら参加してくるんですけれども、

そうすると利府のスポーツ公園とかいろいろなスポーツができるところにわざわざ行っている
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人は本当に好きな人だけになってしまうんですね。そうなると、やっぱりそういう人が出かけ

るところで何かイベントというか、定期的に関わっていくという取り組みがどこかであっても

いいのかなと。だから、私たちはスポーツは大事だというふうに思っているんですけれども、

必ずしも皆さんのニーズにマッチしたところ、あるいは……、ただ、一番最初におっしゃった、

冒頭に山崎さんがおっしゃったように、きっかけがなくて運動しない方が多いというのはこの

アンケートでもそうですし、仙台市のほうでやっているアンケートでも同じなんですね。そう

すると、きっかけづくりというのは人が集まるところでつくるのがベストなのかなと思います。

ただ、ちょっと今なかなか一筋縄ではいかなくて、商業施設でそんな勝手なイベントを打たれ

たら向こうに怒られたりしますから。ただ、そういう連携というのがもっと、人が集まるとこ

ろという、集めるという努力は私たちしているんですけれども、そもそも集まるところに目を

つけたらどうかなというようなことは常々考えていました。ただ、どうやってアクションに移

したらいいかというのは、むしろ河北新報さんとかそういったところで仕掛けて、メディアの

方々に仕掛けていただくとありがたいなと思います。 

○村上委員 先ほどの話から、松本課長とか山崎先生の話にもあるんですけれども、仙南圏の実

施率が高いという。たまたまアンケートに答えた人がそういう部分で興味があったという部分

で高い率になったのではないかなというふうに私は思うんですけれども、私も仙南なので。報

告にもあったように、仙南で２市７町でヘルシー祭り、管内の大会をやっているんですが、市

町村持ち回りでそれこそ毎年やっているんですけれども、基本的には、前に優勝したところに、

去年優勝したところに負けたくないから、市町村のエゴなんですよ。だから熱心になるんです。

熱心になるということは、練習会場も確保して、自分たちもそれに負けたくないからやるんで

すね。そうするとどうしても熱が入るので、学校体育施設なりそれからレクリエーション行事

の参加にもつながるし、お金をかけないでいかに自分たちのエゴを高めていくかということに

実施率が高くなっているんです。たまたま仙南には、今日、菊地先生がおいでですが、仙台大

学があるので、仙台大学の協力を得ている部分というのは大きいですよ、仙南各市町で。だか

らそういう面では、訴える部分は多分そういうところで、市町村合併をしていない仙南のブロ

ックなので、そういう市町村のエゴというのは確かにあるのではないかなというふうに思って

います。だから、決してそれがよいか悪いかというのは別問題として、そういうものに熱が入

るという部分については私は決して悪いことではないのかなというふうに思っているんですね。

ですから、どんどん熱を入れて、体を動かすことを、成人もしかり子どももしかり、とにかく

体を動かしていける環境を、施設を、決して学校体育施設とかそれぞれの市町村の体育施設も
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改めて大きい体育館はないんですけれども、結構使っていますよね。使用頻度は高いはずです、

各市町村とも。だから、そういうことで一人一人のそういう熱をどんどん吸い上げていくとい

うふうに思っているんですね。 

  それから、総合型地域スポーツクラブの認知度、大変、先ほど手島さんからもあったんです

が、私も総合型スポーツクラブに関わっている身分なのでできるだけクラブに入ってほしいな

というふうに思っているんですが、今、シニアのクラスで一番熱心なのはヨガと太極拳がメイ

ンですね。それ以外はなかなか、卓球とかバドミントンとかほかの競技もやっていますけれど

も、なかなか熱が入らないというのが現実です。だから、少しでもいいのでとにかく一人一人

に声をかけて体を動かすことをとにかく徹底させないと、健康で長生きできるという部分をも

っと前面に出したほうがいいのかなと。介護が必要になるとかそういうことのないようにだけ

健康体力づくりをすべきではないかなというふうに私は思います。だから、アンケートはたま

たま、パーセントは低いんですけれども、仙南のほうはね、たまたまそういう方々に当たった

のかなというふうに私は仙南の結果を見ると思いました。以上です。 

○前田会長 ありがとうございます。様々なところで広報活動ですとか総合型スポーツクラブも

そうですし、それからスポーツ・運動ということに関して、広報というか知ることだけでなく

て、自分のものとして関われるようなことができるといいなと思うんですけれども、それにし

ても、アンケートの８ページ目で、宮城県はプロスポーツ、３つも、４つですか、あるわけで

すけれども、実際に競技場でスポーツ観戦したことがあるという回答が２２年で３７．８％で

２７年になると３２％、３割ぐらいしかいないという。これ私ちょっと驚いたんですけれども、

そういう意味で、地元でこれだけマスコミで取り上げられる機会も多いにもかかわらず実際に

競技場に行っていないということについては、何かスポーツの報道とかそういうことに関して

日下さんからぜひ御意見等いただきたいんですけれども、いかがでしょうか。 

○日下委員 私もこの数字、データを見て大変ショッキングだったんですけれども、メディアに

身を置いていると、こういうふうに実際にスタジアムに行った方というのはその翌日朝刊を見

てその試合の結果を改めて感じると、そういうようなデータもあるんですけれども、こういう

ような数字を見ると、ああ新聞というのも売れてないんだなということを改めて認識、頑張ら

なきゃいけないなというふうに思いましたけれども、その原因なんですけれども、１８年から

９年たって、理由、背景にあるのは何といってもほかのメディアが発達してきたということで

すよね。やっぱりネット社会で速報タイプのものが増えてきたと。そこのところで結果がわか

るものだからいいんだと。それで、今、映像でもＣＳ、ＢＳ等のテレビがかなり各世帯に普及
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をしてきて、実際にスタジアム、施設のほうに足を運ばなくても観戦できるんだということな

んだと思います。 

  これはＪリーグのほうが言っているんですけれども、大変危機感を持っています。特に高齢

者の方がスタジアムに来ないということは、どんどんどんどん高齢社会になるにつれて、高齢

社会になるに伴って、客というのも目減りしていくんだろうというふうに危機感を持っていま

す。そこにどういうふうに対応していくのかというと、前にも話がありましたけれども、地域

の、何ていうんですかね、老人クラブ、こちらのほうに例えば仙台であればベガルタ仙台のＰ

Ｒをすると、そういう地道な取り組みをすることによって実際に足を運んでもらおうというふ

うにしております。楽天さんもそうです。そういうふうにしていかないと、この方たちを球場

に目を向けることはできないんだというふうに思っているようです。その先にあるのは、この

施設に足を運んだ人たちが、ああやっぱりスポーツはいいんだな、おもしろいんだなと。隣で

たまたま観戦した人と友達になって、私はこういうふうにサッカークラブに入っているんだよ

とか、体を動かすようなことをやっているんだというふうな話があって、そこから実際に自分

自身がスポーツクラブに行くというような、そういう社会にあってほしいということをベガル

タ仙台も楽天側のほうも思っていると。それは、その２つの球団、クラブだけじゃなくて、Ｊ

リーグ、プロ野球全体が思っていることなんだろうというふうに思っております。 

  ですから、何ていうんですかね、週１回の実施率がこんなに少ない数字を見ると残念だなと

いうふうに私も思うんですけれども、そういうのを解決していく……、どういうふうな感じで

取り組んでいったらいいのかというと、やっぱり複合的な、何ていうんですかね、福祉的な政

策というんですかね、そういうものとあわせた形で、あるいはそのエリア、地域の方たちも含

めて話をしていかないと対策は立てられないのかなというふうに思っております。 

○西村教育次長 すみません、次の公務ございまして途中で席を外します。ただ、この会議室は

まだまだ大丈夫ですので、皆さんのお時間許す限りお続けいただければと思います。すみませ

ん。失礼いたします。 

○前田会長 進行に手間取って御迷惑かけますが、４時で大体この会議終わる予定なんですけれ

ども、実はもう一つ県のほうから皆様の御意見をいただきたいというようなことがありまして、

それは中学校、高等学校の運動部の実施についてなんですけれども、文科省のほうから、過度

な運動の抑制というような意味もあって週２日は休むことにしたいということで、現在、県の

ほうでは原則として２日の休養をと。原則という言葉がついているらしいんですけれども、そ

れを原則ということを外すということについてぜひ皆様から御意見をいただきたいというよう
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な要望があります。それも含めてアンケートの結果も含めて、せっかくですので一言ずつ御意

見をいただいて終わりにしたいと思うんですけれども、こちらから回してよろしいでしょうか。 

○永富委員 一言、すごく難しいんですけれども、私どもスポーツ障害の調査なんかをやってい

ますと、確かにやり過ぎといいますか、やり過ぎだけじゃなくて指導者との関わりがすごく実

は大きなポイントになっていまして、信頼関係があってやっているかどうかというところが大

きなポイントになっています。だから、せめて原則としてという、余りきちんと決めてしまう

と逆にそのルールに引っ張られて、逆にやっている日で、２日は休みで、残りの５日間でもの

すごく厳しくやってかえってひどくなるなんていうこともあり得るかなというふうに思います

ので、でも原則としては外す方向にはなっているんでしょうけれども、ちょっと危惧を持って

います。 

○髙橋委員 実質やっている学校で、やっぱり施設の関係等があって土日を外すということは非

常に難しい現状にあります。それからもう一つの要因は、各競技団体が様々な大会を用意して

いてオフシーズンがなくなっているんですね。ですので、県で週２日休むようにというのを出

したときに、競技団体のほうも、体協のほうもこの中に入っていただかないと実効性はないと

いう話も前にしたことがあるんですが、そういったところの要因もあるんだろうなと思ってお

ります。ただ、私個人としては、やはり子どもたちの発育を考えたときには休ませるべきなん

だろうなというふうには思っております。 

○小林委員 私は週２日というのは、多分子どもの体力、休息と、あと教員の多忙化もあるのか

なとずっと思っていました。ただ、一生懸命顧問の先生がやればやるほど、強くなればなるほ

ど先生方は一生懸命で、教員の多忙化とかそういう問題じゃなくて頑張っている先生が多いん

だなと私は思っています。本当に難しいんですけれども、私も競技スポーツをやってきた人間

なものですから、でも１日は休まなきゃならないと思うし、その辺、原則、外してしまうとな

かなか苦しいのもあるのかなとか、指導者にとっては一生懸命して子どものために思っている

んだろうなとかいろいろなことを考えてしまうと、こうしろとは言えないんですけれども、子

どもの体力面、健康面を考えればきちっと休養日は１日は確実にとらなければいけないとは思

いますけれども。 

○前田会長 週２日というのは、土日ではなくて、土日のいずれか１日ともう１日ということら

しいんです。 

○石川委員 私が思うには、２日のお休み、普段とっているように思うんですけれども、何でか

というと、今、高校生、中学生、試験の最中だと思うんですけれども、そのとき１週間休みま
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すよね。それが何で普段できないですか。例えば土曜日、日曜日、各種大会があります。じゃ

あ月火休んだって大して変わらないんじゃないんですか。何でそれを学校の先生が、それをち

ゃんと自分ができないのか。だから体力の問題云々というよりは、どちらかというと、私の独

自の意見なんですけれども、学校の先生がずっと自分が教えなきゃこのチームは弱くなるとい

うふうに思っているから、土日、１日は休まなきゃいけないのでそこはしようがないとしても、

だからやってしまうんじゃないかなと。じゃあ何で試験のときに１週間も休んで大丈夫なんで

すか。そこっておかしくないですか。学校の先生も我々と一緒にサラリーマンで、たまに夜遅

くまで学校に居残りしていろいろやっている先生もいますけれども、でも、先生方だって人間

ですから、１０時、１１時まで学校に残ってやっていること自体が本来はおかしいんですけれ

ども、そういう自分たちの意識もまず変えていかないと、この週２日制の休みをどうするかと

いうのはそこにかかってくるんだろうなというふうには私は思っております。 

○日下委員 私も体力があってこそスポーツができるんだというふうに思っています。その先に

競技力の向上もあるんだろうというふうに思っています。岩本さんとかいらっしゃいますけれ

ども、オリンピックに出られた方というのは、効率いい練習というものをやっぱり見つけなが

らそのスポーツ、競技に取り組んでいったのではないかなというふうに思っております。 

○岩本委員 私は競技者目線で言いますと、１週間に２日のお休みというのは競技者としてはち

ょっと厳しいです。競技力を上げるという意味では、２日も休んでしまうのは非常に練習量と

しても厳しいんですけれども、一方で休んでいる時間もトレーニングの一環です。回復してい

る間に競技力というのは伸びますので、休んでいるのがだめなことということ自体を意識を変

える必要があるかなというふうに感じますので、私は競技自体は１週間に１日もしくは１．５

日ぐらいのお休みでやっていました。特に若い世代はもう半日のお休みがあれば体力は結構回

復しますので、ちょっと年を重ねた人たちがこれじゃ回復しないだろうと思っていたとしても

実は結構子どもたちというのは回復が早かったりして、むしろどういうふうに休みを過ごすか

ということのほうが、そういうことの指導をしていったほうがいいのかなという気はしました。 

  あと、すみません、もう一つ、２０２０の東京オリンピックへの取り組みというところが少

し触れられていましたけれども、１つ、海外の競技団体の合宿招致に関してはどのようになっ

ているかというのも、回答はこの場では結構ですけれども、北京オリンピックのときも環境が

いいからということで宮城県で海外から合宿をしているところがありました。そういうところ

では、選手たちの半日オフのときに地元の子どもとの触れ合いがあったりですとか地元の競技

団体との触れ合いがあったりということで、非常にそういった、ただ１回の招致では終わらず
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に交流が続いたりということもありましたので、ぜひその点も、また次回で構いませんので、

もし進行とかしているようでしたらお話お聞きしたいなというふうに思いました。 

○松本スポーツ健康課長 報道でなされているところが大体着実に進んでおりまして、今のよう

な交流も当然プログラムで考えております。 

○手島委員 では、部活動の週２日の休みの件について、まずはその部活動のレベルとか地域性

というのがすごくあるかなと思っています。あとは、子どもの目線で考えたほうがいいのか学

校の目線で考えたほうがいいのか。私も実は外部指導で入って、卓球なんですけれども、入っ

ているんですが、レベル的にはすごく低いところにいます。１試合１セットでいいから勝って

くれないかなというレベルなんですけれども、そういうところだと、かえって休むと、休んで

いる間に子どもたちは何をしているんだろうなというのを考えると、確実に目の届くところに

いてほしいような場合があります。それから、先生のほうから考えるとやはり大変なのかなと

いうところで、その辺は一概に私としても考えられないでいるところです。以上です。 

○村上委員 私はスポーツ少年団に関わっているので、少年団の子どもたち一人一人がスポーツ

を好きになる、あるいは体を動かすことが好きになるということを、私は交流大会、県内であ

ちこちで開催しているんですが、そのときには子どもたちの環境づくりをとにかく我々がやら

なくてはならないんだろうなというふうに思っているので、中学校の部活の休みを週１にする

か週２日にするかということについての原則論を外すというのは、どの立場の方を対象に原則

を外すのかというところを酌み取っていただいて、いわゆるスポーツをやる人は調整をしなく

てはならないだろうというふうに思うんですね。一人一人調整能力は違うと思うので、中学生

にとって週１、例えば子どもたちが休みの場合に、その休んだ子どもがいかにその種目の調整

を、自分の体を調整してその次の週に合わせるのか、一人一人違うと思うんですね。先生がそ

れを指示するのか、父兄がアドバイスをするのか、違うと思うんですね。 

  ですから、日本を代表するアスリートというのは小さいときからそういう環境の中に入って、

自分がどうしたらうまくなる、強くなる、そういうところを自分でつくってきたと思うんです

ね。ですから、そこを学校がどう捉えて、その子どもにどう指示、アドバイスをするのか。そ

れは、週１日でも２日でも原則として、原則の中にそれをどう含ませてやれるのかなというと

ころを私は理解していただければ、学校現場として部活の延長がその子どもにとってどこに自

分のポジションがあるのかなというところを考えてもらえば、原則を外しても私はいいのでは

ないかな。原則というのは学校の先生方がいかにして休めるかということなんでしょうから、

中学校、高校の部活の先生というのは確かに、私もそういう関係の人たちをいっぱい知ってい
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るので、週２日なんて休んでいる先生なんてほとんどいなかった、これまではいなかった。だ

けれども、世の中も変わってきているし、これからも変わらなくてならないだろう。そういう

中で、競技力向上というのはまた別世界のことですから、いかに今部活に入っている中学生な

り高校生の子どもたちが学校でどういうポジションを自分は担っているのか、アドバイス、指

示するのは学校の先生だと思うんですね。保護者ではなかなかそこまでアドバイスできない。

あとは地域で環境づくりをしていけば決して、悪い方向と言うと語弊がありますけれども、そ

ういうところに進まないような、あるいは社会全体がそこを補っていけるような環境づくりを

我々がやらなくてはならないんだろうなというふうに私は思うので、原則論を私は学校側から

考えるんだったら外してもそれはそれでいいのではないかなというふうに、社会がそういう社

会になってほしいなという思いの中でお話をさせていただきました。 

○大沼委員 私は高体連という組織と学校の長という立場２つありますので、非常に難しい問題

というふうに考えております。現実的には、高等学校で部活動をやっている、運動部の先生方

については、土日休んでいる先生はいないというのが現実です。平日１日を休んでいる。月曜

日が多いと思いますけれども、そういう現実があるという中で競技力向上の推進。ただ、今、

部活動は競技力だけを追っている先生は今少ないです。アスリートの岩本さんもいらっしゃい

ますが、人づくりをしているのが各学校やってくれているというふうに思っておりますので、

そこを含めまして、今後２日の強制力がどこまで働くかわかりませんが、検討してまいりたい

というふうに思っております。 

○菊地委員 実は松友さんとか高橋さんは私の後輩に当たるんですね。彼女たちがどのぐらいの

練習を高校時代やっていたかと、それを考えますと、やはり岩本さんがおっしゃられたように

ある程度は確保しなくてはならないということはあるかと思います。競技スポーツが学校対抗

戦として、インターハイを初めとしてそういう形になっているということも一つ問題ではある

のですが。週休２日、この２日を休むということの背景には、誤解を恐れずに言えば、事故や

けががないようにしたいという、後ろ向きなというか、必ずしも後ろ向きではないですね、健

康的な目的があるんだとは思うんですが、それであるならばやはり、まず管理する人たちが健

康観察をちゃんとする。それで一律に２日休むとかそういう議論ではなくて、健康観察をきっ

ちりして、ちゃんと観察した上であれば多分適切な運動処方がなされるであろうと思います。

ただ、経験的には必ずやっぱり週に１度は休んだほうがいいかなと実感として思います。 

  ちょっとこれは別なことなんですけれども、資料の、アクションプランの成果と評価のこと

に関してなんですが、目標値というものについて、私、一番初めにこれを策定したときにいな
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かったのでわからないんですが、目標値が適切なのかどうかというところです。すごく目標値

が乖離しているような気がしていて、１０年後と考えて出しているのかもしれないんですが、

この目標値を達成するのであれば、何と何と何がどの程度できているというような具体的な方

法でやらないと、何かずっとＣという評価がつき続けるのではないかな、という感じがしてい

ました。 

  あともう一つ、本学で、ある自治体の調査をしたことがあるんです。スポーツテストをやっ

たことがあったんですけれども、小学校、中学校が持っている道具ですね、測定する道具がち

ょっと老朽化していたり、実施する人の理解がちょっと、という温度差があったりして、必ず

しも数値が、本当にそうなのかというところはあるようだと聞いたことがあります。それで、

宮城県が低いという結果は出てはいるんですけれども、果たして、本当なのかなと。そういう

問題も考えていかなくてはならないと思いました。以上です。（「絶対あると思いますね」の

声あり） 

○松本スポーツ健康課長 前田先生、私のほうでちょっとしゃべらせていただいて、最後先生に

まとめていただくような感じでよろしいですか、今一通りいただいたので。 

○前田会長 ちょっと私、２日制について１つよろしいでしょうか。 

  随分時間を超過しましたけれども、私自身は、週２日制の原則を外すということについては

賛成です。外すべきだと思っています。それは、休みとして位置づけるのではなくて、岩本さ

んがおっしゃったように、トレーニングの一環として休まなければいけないということをしっ

かり位置づけるべきだと思っています。トレーニングの原則で超回復の原理というのがあるん

ですけれども、トレーニングをすると疲労が起こります。でも、疲労が起こったときに、回復

をして以前のレベルよりも高いレベルまで回復しながらトレーニングを進めていくというのが

トレーニングの原則なんですけれども、常に練習をしていると回復が十分に起こらない状態で

トレーニングしていくということになりますから、そうではなくて、超回復ということを意識

しながら、トレーニングの一環として休むんだということをしっかり現場の方にも認識をして

位置づけるべきだというふうに思っています。 

  運動整理で言うと、最近は時間を短くする方向で話がどんどん行っています。これは永富先

生がさっきおっしゃったように逆に強度を上げないといけないわけですけれども、持久力の問

題で言うと最近は４分あればいいという。週３日、１回４分で、２０秒ほぼ全力に近いような

運動をして１０秒休んでという、１セット３０秒を８セット４分。これで持久力が高くなると

いいますし、この前の学会に行きましたら、短距離走のようなものだったら１回１分１５秒で



- 42 - 

いいという話なんですね。１００メートルを全力で走るような強度で５秒間走ると。それで１

０秒休む。１セット１５秒で終わるわけです。これを５セット。１分１５秒で週３回、それで

いいというんですね。強度を上げれば時間が短くなるということで、鹿屋体育大学の例では、

１００メートル１０秒７でなかなかタイムが伸びなかった選手が、５秒・１０秒の１分１５秒

でやったら１０秒６で走れるようになったという事例が報告されていました。それから、アメ

リカのほうでも、１日１０キロ泳いでいた選手がなかなかタイムが伸びないときに１日１回５

キロにしたと。そうするとタイムが伸び始めたというような事例があって、要するに時間を長

くすると強度がどうしても低くなりますので。そして週２回を位置づけたときに、あと５日の

練習時間が長くならないようにしないといけないかなと思うんです。そうすると、時間を長く

しますと強度が落ちますからかえってまずいことになります。週５日にして、１回ごとの時間

を集中的にできるだけ短い時間で切り上げるというような方法でやるのが今からのトレーニン

グの方向かな、ただやればいいというものでもないなと。そういうことをしっかり位置づける

という意味で、週２日はぜひやるべきだなというふうに思っています。長くなりました。 

○松本スポーツ健康課長 様々な角度から御意見いただきましてありがとうございました。 

  アンケートなんですけれども、我々も数字をまとめていて実感とちょっと違うなと思うよう

な点もあったんですけれども、やはり高齢者の方がアンケートに回答してくれる率が高いとい

うことで、県民の平均的な値というよりは高齢者の方の傾向に近い。ですから、見るスポーツ

が減っていたり、そういったことが起きたのかなというふうに改めて確認できた部分がござい

ました。ただ、福祉的な政策で考えるとか、ヨガ、太極拳のようなハードルが低いといいまし

ょうか、参加しやすいようなものを取り入れるとかというような参考になりました。 

  あと子どもの部分なんですけれども、親子で一緒にというのが非常に参加率も高いというこ

とで、私のほうで学校体育もやっているものですから１つ考えていたのは、授業参観のときな

どに、以前は掛け算、九九をちゃんと教えているかみたいな目線があったんですけれども、今

ですと、食育とか歯みがきとか、親子で一緒にやれるようなものをやるのがいいだろうという

ような意見が出ています。そういった取り組みを幼稚園、保育所なんかにも広げていくような

取り組みの有効性というのはあるのかなというふうに感じたところです。 

  総合型のことと少年団と運動部活動の休みの話と若干リンクしているような話があるんだと

思います。これは歴史的な背景があって、日本式の部活があって、ヨーロッパ式のものを取り

入れて、一部の人はヨーロッパ型に急に移行するのかなと、それで喜んでいた人もいるし、２

０年前ぐらいに出始めるんだけれども、１０年ぐらいたったときにじゃあ移行しますかという
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と、いやそれは難しいという意見が急に出たりしています。そういった中で狭間に立っている

人、あるいは今後進めたいんだけれども進められないというようなことがありまして、やはり

日本の中だと複線型というか、連携していかなければいけないんだろうと、村上本部長さんが

おっしゃったようなことがあるんだろうと思います。 

  そういったことで、文科省が言っているのがアスリート目線なのか健康・体力目線なのか、

教員が壊れてしまわないように目線なのかというような、３番目の目線が強いので、スポーツ

をしたい子どもたち、あるいは地域の人の力がうまく結集できるようなものというのはさらに

付加して考えていかなければいけないものかなというようなことを感じた次第でございます。

どうもありがとうございました。あとまとめていただければと思います。 

○前田会長 どうもありがとうございました。随分焦点の絞れないような司会進行になってしま

いました。申しわけありませんでした。 

  県のほうの施策のほうで、とにかくスポーツ・運動というようなことに対して実施率を何と

か上げたいというのが、健康にしても体力にしても運動量が少ないというのが一番の原因です

ので、どうして運動量が減るかということについては様々なことがあるわけですけれども、日

常生活の活動、階段とエスカレーターがあったら階段を選ぶというようなことになるといいわ

けですけれども、それについて様々な御意見をいただきました。広報活動の必要性ということ

で、最終的には、子どものスポーツにしてもプロのスポーツにしても、やはり自分のものとい

いますか、自分たちのチームであったり自分たちの子どものチームであったり自分のものにな

らないと、なかなか外から見ているだけということだとうまくいかないんだなというようなこ

とを感じました。 

  今後もこの施策に従って県のほうではやっていただけると思うんですけれども、今日は貴重

な御意見をたくさんいただきました。どうもありがとうございました。 

 

  ６ 閉会 

○司会 前田会長、議事進行をいただきありがとうございました。私、明日から勾当台公園、ち

ゃんと階段を歩いて上りたいと思います。また、委員の皆様には、長時間にわたり御審議いた

だきましてどうもありがとうございました。 

  本日は時間の制約もあり、予定した時刻を過ぎてはおりますが、委員の皆様の御意見の中で

頂戴できなかったこともあったかと思います。審議会で話し合われました内容や宮城県のスポ

ーツ振興に関する御意見等ございましたら、別紙「意見記入用紙」に御記入いただき、担当課



- 44 - 

まで後日送付していただければ幸いです。 

  それでは、以上をもちまして平成２８年度第１回宮城県スポーツ推進審議会を終了させてい

ただきます。 

  本日は、お忙しい中どうもありがとうございました。 


